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一川
功
一
丸
底
関
開
設
に
沸
い
た
四
年
。新
時
代
の
夜
明
け
を
予
感

t
h
み

「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」で
芸
能
界
・
政
界
の
新
旧
交
代
も
急

増
陰
よね
ー「

叶

討

包

「

ツ

q

l

、
口
」
で
元
木
1
位
。ベ
テ
ラ
ン
の
は
る
み
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
に
対
し
、
ア
イ
ド
ル
の
宮
沢
?
ぇ
、
ウ
イ
ン
ク
も
、
ラ
ン
ク
入
り

主主笠ヰームせ三月11-..令乙(f9yc与2月三)透そら4ぎお話γシトp~
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(日経)

の
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
は
福
間
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー

ク
ス
が
ド
ラ
フ
ト
ヲ
ロ
野
球
新
人
選
予
選

択
会
議
}
で
指
名
し
た

t
M
H桜
の
元
木
大

介
く
ん
。
窓
中
の
巨
人
に
振
ら
れ
、
中
内
オ

ー
ナ
ー
、
田
淵
監
督

(
5位
)
の
，
歓
迎
u

に
〈
一
気
に
入
団
内
定
へ
〉
(
ス
ポ
ニ
チ
)
と

見
ら
れ
た
が
、
〈
涙
な
が
ら
に
〉
(
ニ
ッ
カ
ン
)

巨
人
へ
の
夢
を
民
く
よ
う
だ
。

一
方
、
元
木
の
訴
愛
'
の
相
手
、
巨
人

の
藤
田
監
督
(
且
也
)
は
〈
来
年
こ
そ
指
名
〉

(
ス
ポ
ニ
チ
)
と
建
言
。
「
す
わ
っ
、
積
約
か
」

と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
事
情
聴
取
に
乗
り
出

す
騒
ぎ
。
球
界
の
盟
主
を
自
称
す
る
巨
人
と

新
盟
主
を
目
指
す
ダ
イ
エ
ー
の
水
面
下
の
カ

ケ
ヒ
キ
が
見
も
の
だ
。

一
方
、
二
部
制
に
な
っ
た

N
H
K紅
内
政

合
戦
の
出
駄
を
め
ぐ
る

，争
い
u

も
激
し
か

っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
紙
ラ
ン
キ
ン
グ
常
辿
の
放

美
空
ひ
ば
り

(ω位
}
は
V
T
R山山削
。
郎

は
る
み

(
6位
)
、
ピ
ン

7
レ
デ
ィ
(
日
位
)
、

谷
村
新
司
{
H
H
位
)
な
ど
ベ
テ
ラ
ン
軌
引
が
、
復

帰
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
紙
を
騒
が
せ
る
烈
子

{
2

明
日

世
界
史
に
残
る
東
欧
州川
勢
の
激
変
、
日
本

で
は
わ
ず
か
1
年
で
2
回
も
首
相
が
交
代
。

内
外
の
著
名
人
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
、

新
時
代
「
平
成
」
の

1
年
目
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
を
締
め
く
く
る
初
年
の
ロ
月

1
日
1

.
問
日
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
5
紙
と
日
経
4
紙
の
見

出
し
に
は
ど
ん
な
顔
ぶ
れ
が
な
場
し
た
の
か
。

さ
っ
そ
く
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
埼
上
位
初
人
の
門
訳
は

芸
能
界
9
人
、
ス
ポ
ー
ツ
界
4
人
、
外
国
人

3
人
、
政
界
1
人
、
そ
の
他
3
人
だ
っ
た
。

各
界
の
新
旧
の
ス
タ
ー
が
真
正
面
か
ら
ぶ
つ

か
っ
た
1
カ
月
と
な
っ
た
。

?
〆イ
エ

l
拒
否
川町・
元
木
、
何
年
か
か
っ
て

も
巨
人
に
行
き
た
い
〉
(
サ
ン
ス
ポ
)
。
ロ
月

~
刈

お
ら

モ，
t、
門
司

川

um，

ニ、ち
E

上
げ
て

ほ
と
」

だ
よ

巨人LIJ'l:託宣はないの力¥

元木?ン?

位
)
、
明
菜
(
げ
叩
仇
)
は
い
ず
れ
も
然
退
。
た

だ
し
、
智
子
は

l
t寸
ぷ
り
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
ぶ
紅
白
が
何
よ
H
H
V
(
報
知
)
と
ば
か
り
に

l
万
人
の
フ
ァ

ン
の
前
で
熱
附
し
た
。

ま
た
、
米
国
へ
の
亡
命
で
コ
マ
ネ
チ
が
3

位
、
ク
ー
デ
タ
ー
騒
ぎ
で
ア
キ
ノ
大
統
領
が

4
位
に
入
る
な
ど
、
外
国
の
女
性
が
ラ
ン
キ

ン
グ
入
り

9

ザ
有
者
の
ア
イ
ド
ル
、
宮
沢
り
え

(
日
位
}
、
ウ
イ
ン
ク
(
同
位
)
も
引
き
続
き
人

気
、
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

日
経
4
紙
の
上
位
初
人
は
国
内
の
政
治
家

7
人
、
外
国
人
川
人
、
そ
の
他
3
人
。
消
印
H

税
留
品
耳
、
総
選
挙
へ
の
思
惑
な
ど
で
、
圏
内

の
政
治
家
の
登
場
が
目
立
っ
た
。
リ
ク
ル
ー

ト
事
件
の
N
T
T
ル
l
ト
の
訟
判
で
兵
藤
被

告
、
江
副
彼
告
が
7
位
と
ロ
位
に
入
っ
た
。

幻
世
紀
へ
の
か
け
橋
と
な
る
1
9
9
0年

の
1
月
は
、
激
変
す
る
世
界
の
大
物
政
治
家

た
ち
が
さ
ら
に
活
躍
し
そ
う
だ
が
・・・。
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調
ぃ
剛
一
弘
新
時
代
「
平
成
」

2
年
目
の
ス
タ
ー
ト
は

H

け
じ
め
M

か
ら

吋訟
原
盤
大
揺
れ
共
産
国
の
政
治
家
も
次
々
に
紙
面
に
ぎ
わ
す

A
品

川

認

礼

宮

さ

ま

、

紀

子

さ

ん

納

采

の

儀
、

国

会

解

散

で

海

部

首

相

。

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ

は

ス

ポ

ー

ツ

紙

tui
-フン
ク
一
一
仁

内礼一

ιさ
ま
、
紀
，
ー
さ
ん
納
采
の
川
川
、
変
の

行
い
V
(

ス
ポ

ニ
チ)。

」
行
川
の
印
キ
ャ
ン
パ

ス
の
炉
を
尖
ら
せ
、

W
H
N
に
M
W刊
の
依
式

を
行
わ
れ
た
礼
(
河
川
町
下
(
丸
巳
観
主
殴
ド
)

が
5
位
、
正
式
に
締
約
者
と
な
・り
れ
た
川
的

紀
子
さ
ん
が

2
伎
と
な
-
Pれ
た
ぷ
災
や
か
平

成
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
ッ
プ
ル
ヌ
サ
ン
ス
ホ
)
ブ

ー
ム
で、

一
般
で
も
会
制
約
ブ

l
ム
の
兆
し
V

(
ニ
ッ
カ
ン
)
と
い
う
。

《
向
殺
未
遂
か
ら
川
日
目
、
明
菜
、
マ
ッ
チ

と
間
内
ケ
ジ
メ
会
与
(
サ
ン
ス
ポ
}。
昨
年
7

月
引
日
に
近
藤
氏
彦

(
2位
)
の
マ
ン
シ

ョ

ン
で
自
殺
米
遂
事
件
を
起
こ
し
た
中
保
明
菜

は
大
み
そ
か
に

H

緊
急
円
記
者
会
見
H

を
聞
き
、

4
位
に
。
マ
ッ
チ
が
ゲ
ン
キ
に

《
抱
れ
を
説

る
》
(
報
知
)
と
問
時
に

合
同
M
町
は
?
の
定
》
(
ス

ポ
ニ
チ
)
し
た
の
と
は
汁
称
的
に
、
明
菜
は

A

訂
作
況
し
、
い
つ
ま
で
も
大
切
な
人
V

と、

ど
こ
か
ス
レ
違
い
。
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リ勺と

内
外
の
政
治
仰
の
が
大
き
く
係
れ
た
新
時

代
「
平
成
」
も
、
は
や

2
年
目
。
身
近
な
話
題

を
扱
う
ス
ポ
ー
ツ
紙

5
紙
と
、
経
済
の
総
合

情
報
の
日
経
4
紙
の
見
出
し
に
は
、
今
年
は

ど
ん
な
顔
ぶ
れ
が
笠
場
す
る
の
か
。

1
月
の

ラ
ン
キ
ン
グ
か
・2
h
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
紙
。
上
位
却
人
の
内
訳
は

主琵

ω人
、
平
日
T
関
係
」
人
、
外
国
人

3
人、

政
界
l
人
、
ス
ポ
ー
ツ
界
2
人
だ
っ
た
。
注

目
カ
ッ
プ
ル
の
「
け
じ
め
』
が
紙
面
を
飾
っ

た
一
方
、
日
本
の
国
際
化
を
あ
ら
た
め
て
実

感
さ
せ
る
1
カ
月
と
な
っ
た
a
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外とした

一
方
、
術
部
行
制

(
6位
)
も
例
会
を
解

散
。
凶
民
に
治
山
口
税
改
正
の
H

来
日
を
川
い
、

け
じ
め
を
つ
け
る
が
、
き
て
紡
川
市
は

経
済
大
凶
ニ
ッ
ポ
ン
な
ら
で
は
の
ぷ
市

y
u

妖
刷
に
あ
ふ
れ
た
，
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン

ズ

(
6位
)
の
初
米

H
、
ボ

7
シ
ン
グ
の
へ

ビ
l
級
王
者
、
タ
イ
ソ
ン
(
日
位
}
の
縦
討

中
の
ダ
ウ
ン
は
、
市
民
爪
か
ら
即
位
に
仙
い
出
汁
を

駆
け
め
ぐ
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
押
副
長
(
日

位
)
も
内
政
問
題
に
追
わ
れ
る
な
か
、
わ
ざ

わ
ざ
安
倍
氏
(
H
H
M
」
紙
4
位
)
・
え
気
試
し
た
。

日
経
4
紙
の
上
位
初
人
は
凶
内
の
政
治
家

日
人
、
外
出
人

7
人
、
そ
の
他
2
人
。
こ
ち

ら
は
衆
議
院
解
散
で
与
刑
判
党
の
政
治
家
が
相

次
ぎ
ラ
ン
ク
入
り
c

仕
ハ
略
凶
の
政
治
家
も
的

年
に
引
き
続
き
一
一
任
自
の
的
だ
c

プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
問
佑
と
f諸
説
院
巡

挙
の
結
集
で

2
Hは
ス
ポ
ー
ツ
、
政
界
の
ニ

ュ
ー
ス
が

mえ
そ
う
だ
が
:
:
c

勝新太郎ごこでも堂々のランク入り
・ 1沼:t;;~~G"r.J.定::\ ρ • -'it"京高 r=・

、

紡采の骨Eを行われた.平成

のシンデレラ・紀子さん

-
，

d

東
の
勝
新
父
子
、
西
の
横
山
父
子
の
か
懲
り
な
い
面
々
8

5
7
f
1
 
•• 

守

二

u
bん

美
霊
式
寿
々
(
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
)

aa----a
・
，，I

前
に
も
書
い
た
け
れ
ど
、
日
経
紙
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ほ
と
ん

ど
毎
回
ト
ッ
プ
の
海
部
首
相
は
、
肩
書
ゆ
え
の
ト
ッ
プ
で
あ

っ
て
実
質
で
は
な
い・

解
散
な
ど
の
重
要
政
治
日
程
や
選
挙

戦
略
、
果
て
は
い
つ
退
陣
す
る
か
に
至
る
ま
で
、
実
質
の
政

治
は
い
ま
や
日
位
の
小
沢
コ
ワ
モ
テ
幹
事
長
や
ほ
位
の
金
丸

ア
ド
バ
ル
ー
ン
・
オ
ジ
サ
ン
、

ラ
ン
キ
ン
グ
に
出
て
も
こ
な

い
竹
下
ク
ロ
マ
ク
前
首
相
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
ら
し

そ
こ
へ
い
く
と
ス
ポ
ー
ツ
紙
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
は
ま

さ
に
実
質
的
ニ
ュ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
堂
々
の
l
位
と
な
っ
て

い
る
.
イ
ヤ
l
、
ぽ
ん
と
に
ま
た
ま
た
勝
新
さ
ん
、
恰
好
の

鐙
の
ヰ
?
を
伺
提供
し
て
〈
れ
ま
し
た
.
西
の
機
山
父
子
、
東

の
勝
新
父
子
。
こ
れ
ほ
ど

.
8り
な
い
面
々
・
と
い
う
言
葉

が
ピ
ッ
?
リ
〈
る
人
た
ち
も
珍
し
い
.
ほ
と
ん
ど
東
西
対
抗

の
よ
う
に
怒
い
合
っ
て
い
る
。

た
っ
た
1
日
で
打
ち
切
り
に
な
っ
た
幻
の
キ
リ
ン
・
ラ
ガ

l
ビ
!
ル
の
C
M
コフ
党
の
人
々
」
を
、
私
は
.
幸
運
e

に
も

l
回
だ
け
見
た
.
松
寂
慶
子
紛
す
る
美
人
秘
書
が

「
ネ
ェ

l

社
長
、
ア
タ
シ
、
社
長
に
姶
て
ら
れ
た
ら
ど
こ
へ
も
行
〈
と

こ
ろ
な
い
の
」
な
ど
と
甘
え
る
と
「
ハ
ハ
ハ
、
キ
リ
ン
・
ラ

ibL， 

I~Y 、

普昇

当
時
実坂

i号
鵠

な

人
チ
ヤ

EOPL E  & PEOPLE  

ガ
l
ピ
l
ル
を
飲
ん
で
る
男
が
そ
ん
な
こ
と
す
る
わ
け
が
な

い
1
4
と
中
小
企
業
の
勝
新
社
長
は
珂
々
大
笑
す
る
・
あ
ま

・

り
に
も
皮
肉
な
セ
リ
フ
な
の
で
ギ
ャ
グ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

私
の
番
組
の
S
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
は
「
こ
の
際
C
M
の

“

コ
ピ
ー
を
変
え
て
そ
の
ま
ま
放
送
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
・

-

-
，
キ
リ
ン
・
ラ
ガ
|
ピ

l
ル
は
パ
ン
ツ
に
は
入
り
ま
せ
ん
・

一

と
か

e
キ
リ
ン
・
ラ
ガ
l
ビ
ー
ル
に
は
常
習
性
は
あ
り
ま
せ

ん
'
と
か
ヰ
」
な
ど
と
ヒ
ン
シ
ユ
ク
も
の
の
ギ
ャ
グ
で
遊
ん

で
い
る
。

飲
み
屋
さ
ん
で
は
案
処
オ
モ
シ
ロ
半
分
に
キ
リ

ン
・
ラ
ガ
ー
を
注
文
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
何

か
と
人
の
ロ
の
端
に
の
ぼ
る
だ
け
で
も
か
な
り
の
宣
伝
効
果

は
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
.

・

目

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
玉
録
さ
ん
や
富
三
郎
さ
ん
、
あ
げ
く

一

は
年
老
い
た
父
貌
ま
で
引
っ
張
り
出
し
、
謝
っ
た
り
怒
っ
た

り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
・

還
暦
に
近
い
男
.か

し
た
こ
と
に
何
で
家
族
た
ち
が
責
任
を
感
じ
る
必
要
が
あ
る

の
か
.
勝
新
は
ほ
と
ん
ど
.
カ
ツ
シ
ン
犯
'
な
の
だ
か
ら
カ

ツ
手
に
責
任
を
と
ら
せ
れ
ば
い
い
・
家
族
ま
で
，
E
骨
ツ
党
の

人
々
'
に
な
る
こ
と
は
な
い
、
な
ど
と
ま
た
つ
ま
ら
な
い
ギ

ャ
グ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
.

世
の
中
に
人
間
は
、
数
多
い
・
そ
こ
か
ら
漫
は
れ
て
人
チ

~
ャ
l
ト
に
載
る
な
ん
て
、
果
た
し
て
本
人
の
幸
せ
な
の
だ
ろ

日
う
か
、
と
つ
い
考
え
て
し
ま
う
.
世
間
の
自
に
さ
ら
さ
れ
、

4

針
の
ム
シ
ロ
に
座
ら
さ
れ
。
有
名
で
あ
る
と
は
そ
れ
だ
け
で
、

"
想
像
を
絶
す
る
ス
ト
レ
ス
に
違
い
な
い
.

勝
新
太
郎
容
疑
者
が
、
麻
薬
所
持
の
現
行
犯
で
検
挙
さ
れ

-
た
.
何
を
愚
か
な
、
と
誰
だ
っ
て
眉
を
ひ
そ
め
る
。
不
始
末

の
責
任
を
と
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
再
起
不
能
の
声
も

あ
り
、
こ
う
な
る
と
か
え
っ
て
気
の
毒
で
す
ら
あ
る
。

人
生
の
昇
り
坂
で
、
人
に
名
を
知
ら
れ
る
の
は
怒
し
い
も

一
の
だ
@
が
、
名
を
な
し
た
あ
と
足
を
路
み
外
し
、
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
の
嵐
の
な
か
で
燃
え
尽
き
て
い
〈
の
は
、
死
ぬ
よ
リ
辛

-
い
ニ
と
か
も
し
れ
な
い
.

昨
年
暮
れ
(
「
人
チ
ャ
ー
ト
」
陀
月
の
集
計
締
切
後
て
ル
ー

マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
シ
ヱ
ス
ク
大
統
領
が
夫
ム
と
と
も
に
処
刑

さ
れ
た
.
文
字
ど
お
り
死
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
あ
ま

一
り
急
な
事
懇
の
違
反
に
、
世
界
は
衝
H
4
色

F

曳
け
た
。

パ
ナ
マ
の
ノ
リ
エ
ガ
将
軍
も
政
権
の
座
を
逐
わ
れ
、
つ
い

に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
F
Z
特
務
療
関
に
長
年
関
係
し
、

C
1

・
A
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
麻
薬
組
織
を
ふ
た
般
に
か
け
た
彼
b
、
と

う
と
う
年
賀
の
納
め
時
が
や
っ
て
き
た
。

中
森
明
菜
さ
ん
は
影
の
う
す
い
ひ
と
だ
.
ヒ
ッ
ト
曲
が
ど

う
も
思
い
出
せ
な
い
・
た
っ
た
一
人
で
死
の
う
と
し
た
哀
れ

な
彼
女
は
、
助
か
っ
て
よ
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
か
げ
で
彼
女

の
私
事
が
、
国
民
的
な
関
心
事
に
・
辛
い
「
復
帰
」
の
会
見

を
わ
ぎ
わ
ぎ
紅
白
の
裏
に
セ
ッ
ト
し
た
ギ
ョ

l
カ
イ
の
人
ぴ

と
の
神
経
に
、
こ
っ
ち
の
胸
ま
で
痛
ん
で
し
ま
う
.

銃
撃
さ
れ

一
命
を
と
り
と
め
た
長
崎
の
本
島
市
長
も
、
不

本
意
な
チ
ャ
ー
ト
入
り
で
あ
る
.
撃
た
れ
て
な
お
自
分
の
使

命
を
田
ゅ
う
見
識
は
立
派
な
も
の
だ
が
、
氏
も
言
う
よ
う
に
、

彼
.
か
、
英
雄
」
み
た
い
に
突
出
し
て
は
忌
目
な
の
だ
.
ふ
つ

う
の
設
も
が
当
た
り
前
に
も
の
が
言
え
‘
本
島
市
長
が
特
に

目
立
た
な
い
の
が
本
当
で
あ
る
.

こ
う
見
て
く
る
と
ミ
ッ

7
・
ジ
ャ
ガ
ー
の
よ
う
に
、
第
一

人
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
の
大
変
さ
を
、
思
わ
ざ
る
を
え
な

い
.
貴
花
田
や
紀
子
さ
ん
み
た
い
な
、
昇
り
坂
の
人
ぴ
と
の

チ
ャ
ー
ト
入
り
は
爆
し
い
が
、
降
り
坂
の
ひ
と
は
、
見
る
に

い
た
た
ま
れ
な
い
も
の
が
あ
る
.
総
選
挙
明
け
の
特
別
国
会
。

こ
の
チ
ャ
ー
ト
か
ら
追
わ
れ
て
い
〈
人
も
少
な
〈
な
い
こ
と

だ
ろ
う
.

I LLUST 小槻さとし 写真即、共同通信土
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61山叫
2
H
'
u、
あ
っ
と
い
う
川
に

2
カ
川

。
き
た
.
身
近
な
品
川
山
を
倣
う
ス
ホ
l
ツ
低

e

{

1
4

'

i

』

1

;

4
3

5
紙
と
、
い
れ
，
川
の
刊
叫
ん
H
的
w聞
の
H
H
H
J
紙
の

は
山
し
に
は
ど
ん
な
阿
川
ぶ
れ
が
凡
り
均
し
た
の

か
ζ

相
川
品
川
す
石
川
川
代
ω
行

μを
よ
じ
た
め

に
、
さ
っ
そ
く
ラ
ン
キ
ン
ダ
を
み
て
み
よ
う
。

ま
す
ス
ホ
ツ
紙
。
上
位
初
人
の
内
ぷ
は

政
山
什
(
似
川
μ
れ
か
む

)
9人
、
外
川
人

5
人、

主
位
以
1
人
、
川
，
山
十
川川
係
2
人
、
ス
ホ
1
ツ

界

I
人
だ
っ
た
。
凶
民
の
「
選
択
」
が
紙
刷

-
e
'
 

を
剃
っ
た
一

μ、
京
阪
の
併
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
l
カ
バ
と
な
っ

rz

全
日
民
、
山
川
公
川
仙
台
め
郷
、
社
会
、
犯
ぷ

-Mmmの
太
町
広
ザ
(
卜
|
チ
ュ
ウ
丸
山
川
、

絞
ヤ
机
戸川、北

i
J
E了
「
乃
立
川
μ
M
d
'
f
b
川
、

トヘ
時

・
:
引

rv
MIl
-
J
L
J
:
3
1
1
J

，
ー

し
た
市
川
市
内
相
、
土
作
社
会
門
誌
記
H
H
H

長
が
ラ

ン
キ
ン
グ
の

2
似
と

3
悦
に
入
っ
た
u

刻
化
斗

ぷ
り
の
I
j
肝
党
W
M
よ
川
任
制
九
ム
の

a…1
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ヱ
ス
ポ
ニ
チ
)
や
、
リ
ク
ル

ー
ト
ド
下
川
け
が
・
つ
み
で
山
中
円
以
政
仏
兆
円
削

(
1日
刊
タ
イ
)
の
中
I
滋
な
ど
「
州
叫
が
多
い
必
に
下

r
-
つ
二
。

+
'
'
a
o
J
 

々
什
党
ω
川
比
い
け
以
l
に

m
uを
浴
び
た
の
が

浜
川
約
，rさ
ん

(
7似
)
、
石
川
町
仙
川
見
氏

(
9

ね
)
の

2
人
向
リ

7
ル
1
ト
げ
酬
は
¥
山
川
巾

二
郎
氏
ω
必
の
マ
キ
，
ー
さ
ん
は
「
犬
は
卜
氏
、

H
M
は
必
-
を
A
H

い
パ
応
に
山
川
し
た
が
、
あ

え
な
く
椛
・
必
レ
た
だ
し
A

「外
肋
の
功
」

で
犬

は
勺
辺
二

ニ
ツ
カ
ン
}

l
w
た
c

一
万
の
行
川
町

仰
泌
氏
は
父
、
行
川
町
悦
太
郎
代
ぷ
士
、

t
h川町

市
川
付
の
タ
レ
ン
ト
の
比

Jm'uあ
っ
て

h

父

子
杭
で
亦
い
ジ
ュ
ウ
タ
ン
V
(
サ
ン
ス
ポ
)
を

路
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ほ
か
に
も
仏
本
政
州
(日
似

て

司

然

F
さ

ん
(
凶
作
…
)
が
一
本
M
M
の
巡
併
応
同
怖
が
ら
み
で

ラ
ン
ク
入
リ
。外
川
人
で
は
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス

ト
ー
ン
ズ
{
l
似
)
、
タ
イ
ソ
ン

(
6此
)
、
コ

ア
ネ
チ
(
げ

ω)
が
、
米
川
、
川
約
な
ど
で

祇
山
を
に
ぎ
わ
せ
た
ω

け
H
H
J
紙
の
卜
LU
一
初
人
は
川
内
政
治
米
ロ

人
、
外
川
人
目
人
。
円
本
が
総
選
挙
一
色
に

咲
り
つ
ぶ
さ
れ
る
な
か
、
一
取
凶
ド
イ
ツ
の
統

一
、
ソ
述
ω
リ
ト
ア

ニ
ア
共
和
凶
独
立
川
凶

な
ど
川
際
的
引
件
に
か
ら
ん
で
外
凶
人
政
治

家
ω
寸
前
叫
が
日
ぶ
っ
た
e

ー
川
は
内
政

・M
山町、
川
組
に
印
刷
れ
る
ソ
辿

と
ブ
ロ
…
野
球
オ
ー
プ
ン
似
ω
ニ
ュ

ー
ス
が

m

え
そ
う
だ
が
・
:

・。

グ(11-0->6 
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買委党産共

米国国務長官

震2次海部内閣発足。外交に走り回った内外の政治家も顔を並べる
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21日 海部俊樹 (59) 首相

社会党委員畏

米国国防長官

米国大統領

大鹿大臣

西主主首相

ソ連外相

(60) 

(2) 

(62) 

(711 

(52) 

(49) 

(59) 

(59) 

(59) 

(4]) 

(59) 

(65) 

(6]) 

シェワルナゼ

ゴルバチョフ

石田幸四郎

土弁たか子

ニイエチ

37.'‘ 永末英一

35 

ベーカー

小沢一郎

マンデラ

ブッシュ

コール

3B 

43 

39 

37 

77 

50 

トムし

γ
、
宿
命
の
ラ
イ
バ
ル
か
、
絶
妙
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か

や
民

a¥・統

爪

大
三
郎
(
東
京
工
業
大
学
助
教
授
)

ネ
ル
ソ
ン

・
マ
ン
デ
ラ
尺
か
2
月
日
目
、
釈
放
さ
れ
た
・
り
も
し
か
し
た
ら
、
ラ
イ
バ

ル
同
士
し
か
い
な
い
の
で
は
な
い

南
ア
の
黒
人
運
動

(
A
N
C
U
ア
フ
リ
カ
民
族
会
挽
)
指
導
…
か
。
そ
れ
を
チ
ャ
ー
ト
か
ら
探
せ
ば
、
ま
ず
、

ゴ
ル
パ
チ
ヨ

者
と
し
て
底
中
に
あ
る
ニ
と
幻
年
、
反
ア
バ

ル
ト
へ
イ
ト
悶
…

7
・
対

・
ブ
ッ
シ

ュ
・
ベ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
成
功
は
、
米
ソ

-
争
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
・
夫
人
や
ツ
ツ
大
主
一
殺
を
は
じ
・
軍
事
力
の
相
互
削
減
の
た
め
に
も
、
欧
州
の
再
統
合
・
東
欧

a

め
、
人
口
の
ω
%
を
占
め
る
黒
人
が
満
身
の
喜
び
を
表
す

一

一
民
主
化
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
・
そ
の
た
め
ゴ
ル

』
方
、
数
万
の
白
人

.h
¥
釈
殺
を
決
定
し
た
デ
ク
ラ
!
?
大
統
一
パ
チ
ヨ
フ
は
、
園
内
よ
り
も
西
側
諸
国
に
多
〈
の
友
人
・
協

一
領
に
抗
慢
の
デ
壬
@
叫
昭
和
の
時
代
の
始
ま
り
と、

手
放
し
で

…
力
者
を
見
出
し
て
い
る
。
副
将
格
の
シ
エ
ワ
ル
ナ
ゼ

・
対

・

喜
ぶ
に
は
ま
だ
早
い
・

…

ベ

ー
カ
ー
の
ほ
う
も
、
な
か
な
か
の
チ
|
ム

・
ワ
ー
ク
だ
・

マ
ン
デ
ラ
氏
は
刊
歳。

日
本
で
は
著
名
で
な
か
っ
た
@
で

-

西
強
の

コ
l
ル
首
相
と
東
独
の
モ
ド
ロ
ウ
首
相
も
、
ド
イ

も
、
知
る
人
ぞ
知
る
隠
れ
た
重
要
人
物
。
一
宮
節
の
幾
星
霜
を
…
ツ
再
統

一
の
熱
い
ラ
ブ

・コ
l
ル
を
送
り
あ
う
。

コ
l
ル
首

経
て
時
至
リ、

デ
ク
ラ
!
?
氏
の
宿
命
の
ラ
イ
バ
ル
、
い
や
一
祖
は
わ
ぎ
わ
さ
、
東
独
遊
撃
の
応
媛
に
か
け
つ
け
、
E
C
統

{
切
り
札
?
と
し

τ、
注
目
の
リ
ン
グ
に
糧
爽
の
登
場
だ
・
…
合
は
後
回
し
と
い
う
リ
キ
の
入
れ
よ
う
を
見
せ
つ
け
た・

リ
ングと-一官
τ官τ-

け
し
た
.
抗
戦
者
.ダ
?
グ
ラ
ス
は
、
ぐ
ん
と
格
一
落
落
為
為
一
ち
、
仲
防
問
衛
回
…
.
う
つ1。
消
毘
賢R
税
の
皮
止
か
見
直
し
か
、

は
た
ま
た
体
制
選
択
か

-
数
を
稼
ぐ
相
手
の
は
ず
が
あ
べ
こ
ベ

に
打
ち
こ
ま
れ
、
田
思
山
わ
…
を
殻
い
あ
つ
て
、
岨
総
再
刈
法
壇
挙
挙
，で
M挽
同
席
を
の
ぱ
し
た
.
た
だ
海
血
部耐

一
ぬ
不
品
覚
見
を
と
る
.
ス
パ
l
リ
ン
グ
の
時
か
-
ら
勺
い
や
な
雰
図
気
日
首
柏
に
は
‘
ど
う
も
黒
子
が
多
す
ぎ
る
。
陰
の
-ラフイ
パ
ル
は

戸
だ
つ
た
が
、
金
ま
み
れ
の
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
は
、

ラ
イ
バ
ル
も

・
留
任
し
た
小
沢

一
郎
幹
事
長
か
、
野
党
切
り
崩
し
を
ね
ら
う

自
分
の
ボ
ク
シ
ン
グ
も
見
失
っ
た
の
だ
ろ
‘
ヲ
か

?

金

丸

信

氏

か

・

相

対

得

票

率

が

特
%
ず
っ
、
数
字
の
う
え
で

自
分
の
ラ
イ
バ
ル
と
、
勝
負
ど
こ
ろ
を
知
る
こ
と
は
大
事
…
は
が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
ん
だ
自
民

・
対

・
野
党
が
‘
政
ほ
を

で
あ
る
。
そ
れ
に
‘
本
当
に
理
解
し
、
協
力
し
あ
え
る
の
は
川
底
う
本
当
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
。

世
界
情
勢
知
ら
ん
顔
。ム
ラ
に
生
き
る
日
本
の
政
治
家

茨
型
車
武
先
々
(
ニ
ュ
ー
ス
キ
ヤ
ス
?l
}

{

4

フ
dA

九

rk晶、
仏

ア
メ
リ
カ
の
フ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
お
年

1
お
年
の
問
、
私
は
毎
日
の
よ
う
に
南
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る

記
事
を
自
に
し
た
‘

ポ
タ
大
統
領
が
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
、
反
政
府
連
動
の

弾
圧
を
強
化
駄
米
各
国
が
ニ
れ
に
反
発
、
ア
バ
ル
ト
ヘ
イ

ト
の
全
反
と
マ
ン
テ
ラ
氏
の
択
扱
主
ど
を
要
求
乞
し
か
し
、

受
け
入
れ
ら
れ
ず

一
斉
に
対
南
ア
経
済
制
裁
に
踏
み
切
る
a

邸
年
は
ソ
エ
ト
大
暴
動
川
周
年
の
年
で
も
あ
っ
た
.
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
反
ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト
の
集
会
や
署
名
運
動

か
活
発
に
行
わ
れ
、
私
も
い
く
つ
か
に
参
加
し
た
・
し
か
し
、

日
本
か
勺
届
く
新
聞
を
見
る
と
、
南
ア
に
関
す
る
犯
事
は
い

つ
も
外
同
時
一
回
だ
け
で
級
い
も
さ
ほ
ど
大
き
〈
な
い
.
日
本
の

国
際
問
、実
に
対
し
て
い
ら
だ
ち
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
る
.

あ
れ
か
ら
3
但
裕
士
干
経
ち
「
ヰ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
、
逮

捕
か
ら
幻
年
ぶ
り
に
釈
政
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
私
自
身
が
伝
え

る
こ
と
が
出
来
た
-
マ
ン
デ
ラ
氏
は
す
っ
か
り
自
妥
に
な
っ

て
痩
せ
お
っ
て
は
い
た
が
、
冷
静
な
足
取
り
と
眼
差
し
に
は

新
た
な
院
畠
に
向
け
て
の
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

つ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
は
私
一
人
の
感
動
な
ど
を
は
る
か
に
超
え

て
、
世
界
中
の
人
々
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ

PLE  & PE.OPLE  

た
.し

か
し
、
欧
米
の
新
聞
で
は
お
そ
ら
く
チ
ャ
ー
ト
の
ト
ッ

ブ
ラ
ン
ク
に
位
置
し
た
は
ず
の
こ
の
ニ
ュ
ー
ス。か、

日
本
で

は
同
位
に
も
入
ら
な
か
っ
た
a

釈
般
か
ら
2
、
3
目
し
た
ら

マ
ン
デ
ラ
の
マ
の
字
も
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思

e

う
.
南
ア
に
対
す
る
欧
米
と
日
本
の
受
け
止
め
方
の
ギ
ヤ
ツ

ブ
は
あ
の
頃
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
‘

、

そ
の
後
は
す
ぐ
に
総
送
事
に
突
入
し
た
せ
い
も
あ
っ
て
、

新
聞
は
国
内
政
治

一
色
に
な
っ
た
感
が
あ
っ
た
@
東
欧
の
激

変
も
選
挙
用
の
フ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
し
、
税

制
改
革
に
し
て
も
相
変
わ

勺
す
法
小
化
さ
れ
た
涜
賢
治
訴
奴

に
終
始
』
お
ま
け
に
ミ
ソ
ギ
な
ど
下
り
主
い
益
田
唱
が
震
り
通

る
‘
第
2
次
海
部
内
閣
の
担
問
に
し
た
っ
て
、
相
も
玄
わ
ら

ぬ
派
閥
力
学
と
永
田
町
品
開
閣
は
の
押
し
合
い
へ
し
合
い
だ
っ
た
・

こ
の
原
稿
が
出
る
頃
に
は
、
国
会
の
代
表
質
問
が
H
R
わ
っ

て
い
る
だ
ろ
う
が

「爾
ア
に
対
し
て
今
後
と
う
対
応
す
る
の

か
」
な
ん
て
質
問
は
お
ろ
か
「
世
界
の
枠
組
み
が
変
わ
っ
て

い
く
中
で
、
日
本
は
ど
ん
な
外
交
や
防
配
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ

の
か
」
す
勺
真
剣
な
扱
訟
に
は
な
勺
な
い
は
ず
ド
勺
あ
あ
、

ニ
う
い
う
時
代
こ
そ
本
当
の
ス
テ
l
ツ
マ
ン
が
欲
し
い
。

ILLUST 小被害とし写真娃供共同通信社
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μ/今、

日露
合田

番目
脳ヂ
がで
スプ
ポ口
I :野
ツ政
紙5字
詰
よ議
定れ

〆'i'io -?>' 

(
注
)
政
件
町
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
(
サ
ン
ス
ホ
)
ス
ホ

l
ツ
ニ
y
ポ
ン
(
ス
ポ
ニ
テ
)
、
東

京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
(
a
r
l
テ
ュ
ウ
)
、
日
刊
ス
ホ
l
y
(
二
ン
カ
ン
)
、
報
知
新
聞
{
日
開
知
}
の
5

…

伝
的
東
烹
混
戸
阪
{
即
売
峰
)
令
担
ベ
た

1
面

高

l
面
)
・
社
会
資
芸
徒
両
政
治
一
回
目

常
時M
血
の
見
出
し
に
個
人
名
や
罰
曹
か
登
場
し
た
毘
慰
霊号、敏え
た
.
原
則
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
か
、

ニ
ュ
ー
ス
に
主
じ
た
特
集
の
見
出
し
に
寂
っ
た
‘
ま
た
、

l
つ
の
函
に
同
じ
名
前
や
罰
百
が
出

て
き
た
略
合
日
.
E戸む
る
記
事
の
縫
合
tz
除
阜
、
ま
と
め
て
l
回
と

L
.
1函
と
U
4
4
阜
固
引
ど

異
な
る
面
に
名
前
が
出
た
堤
合
U
別
々
に
数
え
た
.
年
E
.
肩
書
U
3
月
末
日
現
在

日経ホーム出版社

(スポーツ*10

(1990年5月号)

最終日にトップが逆転。「桑田J 恕溝の追い上げ
H守夜間;:;i官:1回Fl'F!r.，"三f 喝. ， J~仇ゴ1官 官 〕

/ヂ70-2LqpロポスJ通巻 7号

(日経)内閣改造で新顔の日本人政治家が目立つ1カ月

E E&  PEOP  

1

0

1

1
 

111

l

l
 -
-3

1

1

 

1

1

 

~ ;1 

H 

11 :1 

'1 

l' " 

11 

本
来
、
就
除
、
転
勤
な
ど
「
出
会
い
」
と

「
別
れ
」
が
交
鉛
す
る

3μ
。
身
近
な
治
組

を
倣
う
ス
ポ
ー
ツ
紙
5
紙
と
、
経
済
の
総
合

的
仰
の
け
臼肝
J
紙
の
見
出
し
で
は
ど
ん
な
「
人

間
ド
ラ
マ
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
か
。

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
紙
。
上
位
初
人
の
内
訳
は

円
本
の引
一語
版
人

7
人
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
7
人、

政
治
家
2
人
、
外
国
人

3
人
、
そ
の
他
1
人
。

大
ス
タ
l
の
事
件
が
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
た
一

方
、
そ
の
彩
で
苦
悩
す
る
人
た
ち
を
実
感
さ

せ
る
1
カ
月
と
な
っ
た
。

〈
桑
田
聞
が
誕
悦
l
カ
月
列
会
品
1
、0
0
0
万

円

巨

人

が
処
分
》

(報
知
)。
今
月
の
ラ
ン

キ
ン
グ
の

1
位
は
巨
人
の
集
団
段
手
。
述
動

向ハメ
ー
カ
ー
元
社
h
M、
中
牧
昭
こ
さ
ん

(
6

位
)
が
、
敦
北
U
に
「
桑
回
投
手
の
金
口
川
綬
受

と
校
仮
日
漏
え
い
が
あ
っ
た
」
と
古
い
た
こ

と
に
山
崎
を
発
し
た

H

桑
田
問
題
H

で
、
プ

ロ

野
球
界
は
大
指
れ
。
巨
人
は
い
っ
た
ん
「
処

分
な
し
」
と
先
決
し
た
が
、
「
詩
し
い
調
先
で

金
品
綬
受
が
あ
っ
た
」
と
し
、
球
団
の
総
収

に
ウ
ソ
を
つ
い
た
と
し
て
、

桑
田
投
手
を
結

局
処
刑
し
た
e

対
H

段
は
あ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
紙
に
名
前
の
出

1p 、ぺ"'*弘ι恒子~.l: '~~也 弘司S

(;i) 敬柑~. 対車 I~ 日本経済語句(関 夕刊最終版}、産量.流通、壷飴の4統.見出l..tsmn
4田字1二宮まれる主要人物を l記事ごとに l回と数えた.固定データバンク局NEEDS-IRによるz年

齢肩曹は3月末日現在.悶査鉱叫::3月18-31日.日終認新聞朝刊唱の庖歴書」に連量えし

た13111謹貞氏、 同位タイの金泳三氏はランキングカらはずした

B高~
J もニL
l二~ ，立

~c t!; 
(' I¥: 

な
い
湯
浅
巨
人
代
表、

川

μセ
リ
ー
グ九

h
k

も
6
位
タ
イ
と
日
位
に
。
ル
服
川
航
行
(
日
日川)

は
間
h
恥
か
ら
エ

l
ス
を
欠
い
て
ベ

V
2
へM

2
V
(
ス
ポ

ニ
チ
)
と
一
叫
が
・
加
い
。

《
附
刷
新
反
省
の
色
な
く
支
球
減
州
討
会
見ザ

(サ
ン
ス
ポ
)。
ハ
ワ
イ
に
コ
カ
イ
ン
を
持
ち

込
み
、
強
制
退
去
を
J
N

い
泌
さ
れ
た
粉
新
木

郎
は
記
者
会
見
で
〈
オ
レ
の
反
行
は
油
川山地
の

人
と
は
進
う
〉
(
ニ

ツ
カ
ン
)
な
ど
の
，
迷
ry

を
吐
き
、

2
佼
に
入
っ
た
。
こ
ち
ら
も
家
族

は
針
の
ム
シ

ロ
に
住
・り
さ
れ
て
い
る
。

日
経
4
紙
作
山
述
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
、
ブ
ッ

シ
ュ
が
ス
ポ
ー
ツ
紙
で
も
五
位
と
叩
位
に
ラ

ン
ク
入
り
。
エ
リ
ー
ト
会
社
uM
と
締
約
し
た

林
氏
則
一子
さ
ん
(
日
似
)
と
引
均
所
け
で
大

関
升
逃
を
決
め
た

%μ

(印
位
)
は
、
U
H
作中

の

n
努
力
a

が
尖
っ
た
わ
け
か
。

日
経
4
紙
の
七
位
初
人
は
凶
内
政
治
家
日

人
、
外
国
人
日
人
、
そ
の
他
l
人
。
一犯
行
州
、

現
首
相
の
訪
米
や
日
米
市
治
協
ぷ
合
ど
で

H

米
の
政
治
家
が
目
立
っ
た

一
方
、
川
宏
、
公

定
歩
合
引
き
上
げ
な
ど
で
三
弔
野
日
銀
総
絞

が
7
伶
に
つ
け
た
。

4
川
は
プ

ロ
肝
味
川
u
H併

で
選
予
の
訴
w聞
が
紙
耐
を
飾
る
は
ず
だ
が

。
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ベス トドレッサー特別賞(米)受
賞a西側て・人気回コールパチョ7?. 

今秋の中ra'hl停に勺み. 日本市

喝開加の実3寄主したいフッシュ

東京 ドーム6日間の公演て旬万
人集めたポール ・7ツカ トニー

rこの事件を映i!iIこしたいJと、

やっぱり思りない勝新太郎

ベ
h
J

子
由
来
、

c

ま
む
2φ

巳

す
ぐ
モ
ノ
E

1
7

〈す
q

一

し
す
し
化
け
の
皮
が
祭
れ
た
J

震

の
一
匹
狼
e
た
ち

日

…一

句

?

…ト
リ
プ
ル
安
の
風
向
き
も
わ
か
ら
ぬ
日
本
の
政
治
家

ド

民

、v
M
美

里
美
寿
々
(
ニ
ュ
ー
ス
キ
ヤ
ス

?
l
)

E

J

a

i

ご

-

一
…

骨

院

月

三

稿
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大

学

助

襲

)

一

了

匹

?
hFで言わ
れ
る
人
の
中
に
は
王

寺
う
…
正
統
派
一
匹
狼
な
;
一
匹
伎
は
味
方
ら
し
き
を
か

二

.
3
月

副

川
事
件
の
目
白
押
し
で
、
な
ま
じ
の
こ
と
じ
ゃ
…
だ

-
Z
7は
ぐ
ん
ぐ
ん
値
を
上
げ
る
一
方
、
;
債

一

一
で
な
L
人
が
多
か
っ
た
り
す
る
・

3
月
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
チ
ヤ
…
き
集
め
、
た
て
ま
つ
ら
れ
て
無
頼
を
演
じ
た
が
る
・
時
に
は

一

『
注
目
さ
れ
な
い
。
独
立
宣
言
で
台
風
の
自
に
な
っ
て
い
る
リ
…
券
の
ト
リ
プ
ル
安
が
日
本
を
見
舞
っ
て
い
る
。
総
滋
挙
が
終

J

一
l
卜
1
位、

2
位
の
2
人
に
も
そ
れ
が
一
宮甲
え
そ
う
だ
・

…

自
分
の
方
が
タ
カ
ら
れ
て
い
る
ニ
と
に
も
気
が
つ
か
な
い
・

一

ナ
ト
ア
ニ
ア
最
高
会
議
の
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ
ス
議
長
も
、
選
挙
で
…
わ
る
の
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
は
日
米
情
造
協

芸
能
界
で
は
，
無
殺
の
一
匹
狼
・
で
通
し
て
き
た
勝
新
サ

日

相

変
わ
ら
ず
登
場
頻
度
の
高
い
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
さ
ん
は
ど

品

一
勝
利
し
た
東
独
C
D
U
の
ド
メ
ジ
ヱ
l
ル
党
首
も
、
ブ
ラ
ジ
…

績
の
膝
詰
め
該
判
を
再
開
、
一
段
と
圧
力
を
強
め

τい
る
。

「
ン
は
、
滋
げ
も
隠
れ
も
し
て
し
ま
う
小
心
者
で
、
い
つ
も
取
・
う
な
の
だ
ろ
う
・
ソ
速
の
現
状
を
憂
い
、
行
く
末
を
案
じ
て
ベ

…
u

ル
の
コ
ロ
ル
新
大
統
領
も
、
チ
ャ
ー
ト
か
ら
は
み
出
し
て
し
…
ソ
連
|
東
欧
|
ド
イ
ツ
l
E
C
rア
メ
リ
カ
:
:
:
と
、
玉
突

一
.り
巻
き
に
固
ま
れ
て
ヨ
イ
シ
ヨ
さ
れ
て
い
な
い
と
落
ち
渚
か
…
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
教
え
て
匹
見
付
し
た
彼
は
、
正
統
派
一
匹
狼

'・

一
ま
っ
た
.
不
評
の
人
頭
税
で
年
'行
き
怪
し
い
サ
ツ
チ
ャ

l
首

n

き
み
た
い
に
調
受
の
波
が
及
ん
で
き
た
.

一
な
い
人
だ
と
い
う
ニ
と
が
見
え
て
き
た
・

…
の
生
き
方
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
・
そ
の
こ
と
で
彼
は

)

一
棺
は
ど
ん
尻
。
堂

2
1位
は
海
部
首
相
だ
が
、
は
て
、
外
…

・
冷
戦
の
幕
も
下
り
て
、
世
界
各
国
の
合
従
連
衡
が
始
ま
つ

一

本
当
の
一
匹
狼
は
周
り
を
巻
き
込
ま
ず
、
周
り
に
責
任
を
…
味
方
を
つ
く
る
よ
り
、
敵
を
多
く
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。
保

}
戸

国
で
附
位
以
内
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
る
ん
だ
ろ
か
?
日
た
。
欧
州
も
、
第
二
次
大
戦
以
来
の
ハ
ン
デ
を
よ
う
や
く
返

.
:

ん
持
た
な
い
か
わ
り
に
、
周
り
に
も
責
任
を
か
ぶ
せ
な
い
・
一
…
菜
、

皇

室

派

は
も
と
よ
り
、

事

よ

り

蕗

を

き

二

何
主
一
回
っ
て
も
、

3
月
の
超
霊
大
事
件
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
…
上
し
、
も
う
ひ
と
回
り
大
き
な
努
力
と
し
て
霊
宇
品
え
問

ケ
人
で
生
き
、
一
人
で
責
任
を
取
り
、
そ
し
て
一
人
で
立
ち
去
る
…
国
民
を
敵
に
回
し
、
か
つ
民
族
問
題
と
い
う
パ
ン
ド
ラ
の
箱

一

一
大
統
領
の
謹
生
。
お
そ
ら
く
最
後
の
切
り
札
だ
ろ
う
が
、
吉
…
だ
・
そ
れ
な
ら
と
、
ア
メ
リ
カ
も
カ
ナ
ダ
と
組
ん
で
み
た
け
四

一
か
立
ち
直
る
か
す
る
の
が
筋
だ
ろ
う
と
患
っ
の
だ
が
、
勝
新
日
を
開
け
て
し
ま
っ
た
.

て

a

司
・

し

{

と
出
る
か
凶
と
出
る
か
、
弔
衝
を
許
さ
な
い
プ

・

…
ど
、
こ
れ
位
じ
ゃ
と
て
も
だ
め
.
だ
か
ら
日
本
と
し
っ
か
り

共

T
サ
ン
は
情
わ
ず
周
り
を
巻
き
込
み
、
周
り
に
責
任
転
嫁
を
し
、
…

・
そ
れ
は
見
方
に
よ
っ
て
は
な
か
な
か
果
敢
で
無
額
な
や
り
-L

T

権
限
が
強
大
す
ぎ
る
と、

警
戒
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
・

…
ベ
ア
を
組
み
直
し
、

影
響
力
を
温
存
し
た
い
の
で
あ
る
.
・

供

ア
周
り
を
犠
牲
に
す
る
と
い
う
正
反
対
の
こ
と
を
し
て
い
る
.
…
，A
b
な
の
だ
が
、
ゴ
ル
ビ
ー
さ
ん
が
勝
新
サ
ン
や
晶韓
国
ク
ン
と

h

f

ヒ
ト
ラ
ー
の
全
縫
委
任
法
と
、
似
て
な
い
こ
と
も
な
い
.
ヮ

…

と
こ
ろ
が
日
本
は
、
そ
の
辺
が
読
め
な
い
で
、
ア
メ
リ
カ

限

ヤ

巨
人
の
一
匹
狼
・
桑
田
ク
ン
も
似
た
り
よ
っ
た
り
・
野
球
…

違
う
の
は
、

健
か
極
力
を
握
る
者
で
あ
り
国
民
に
対
し
て
霊

山

十人
イ
マ
l
ル
共
和
国
は
合
法
的
に
息
の
根
を
と
め
ら
れ
た
@
ゴ

…
の
足
を
鐙
ん
づ
け
て
知
ら
ん
顔
・
足
並
み
を
織
え
る
つ
も
り

、
割

引
賭
憎
へ
の
関
与
は
シ
ロ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
見
え
る
…
大
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
大
統
領

'
一
一

ル
パ
チ
ヨ
フ
も
合
法
的
に
、
共
産
兄
の
解
体
を
は
か
つ
て
い
…
が
あ
る
の
か
・
こ
ん
な
こ
と
な
ら
二
人
三
脚
は
や
め
る
よ
、
ん

{
の
は
い
つ
も
ヨ
イ
シ
ヨ
を
し
て
〈
れ
る
取
り
巻
き
を
欲
し
が
…
に
な
っ
た
彼
は
，
絶
対
的
権
力
ら
偽
っ
た
一
匹
披
・
へ
と
変

・h

{

る
わ
け
だ
が
、
レ
1
-
一
ン
が
生
き
て
い
た
ら
、
こ
れ
が
革
命
…
と
ア
メ
リ
カ
も
相
当
ム
ツ
と
来

τい
る
・
欧
州
が
ム
カ
デ
猿
引

づ
る
小
心
者
の
発
掲
げ
句
に
周
り
に
喜
を
か
け
ま
く
り
、
一
身
し
た
今
こ
そ
彼
に
は
多
〈
の
味
方
が
必
要
な
の
だ
が
、

b

・

一
(
い
や
、
反
主
叩
)
で
な
く
て
何
だ
と
、

声

を

存
る
に
ち
が

…
走
で
、
歩
調
を
渇
え
て
追
い
上
げ
て
き
た
・
日
本
に
し
て
み

初

一

一匹
強
転
じ
て
た
だ
の
ノ
ケ
者
か
鼻
ツ
マ
ミ
者
に
な
っ
て
し

…
し
そ
の
絶
対
的
信
力
で
敵
を
抑
え
込
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、

一
一

が
い
な
い
.

…
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ
カ
と
組
む
の
が
上
策
だ
ろ
う
.
た
小

一
ま
った・

守
一、

-

-…
共
産
党
の
一
党
独
裁
か
ら
新
た
な
独
裁
を
生
む
だ
け
だ
.
ゃ

~

~

東
独
初
の
自
由
選
挙
で
は
、
一
日
も
早
い
統

一を
訴
え
る

…
だ
し
そ
れ
に
は
そ
れ
な
リ
の
コ
ス
ト
(
元
手
}
を
か
け
な
い

T

…

群
れ
を
つ
く
ら
ず
一
人
の
味
方
を
も
必
要
と
し
な
い
の
が

…
は
り
権
力
者
戸
げ
は
一
匹
猿
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
二

円
東
独
連
合
が
圧
勝
・
年
内
に
も
統
一
ド
イ
ツ
が
登
織
の
努
い

…
と
ダ
メ

-
Tニ
を
わ
か
る
釘
と
な
の
政
治
家
は
い
な
い
の
か
・

ω

-
，
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桑
田
問
題
H

ま
す
ま
す
球
界
揺
る
が
す

リ
ト
ア
ニ
ア
問
題
で
米
ソ
首
脳

H

活
躍
H
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「
虚
勢
を
張
る
不
動
産
屋
」
相
次
ぎ
艶
っ

て

一
一
川

美
叩
+
実
寿
々
(
ニ
ュ
ー
ス
キ
ヤ
ス
?l
)

巨
星
堕
っ
・

4
月
の
人
チ
ャ
ー
ト
は
ふ
と
そ
ん
な
言
葉
を

想
起
さ
せ
た
。
字
は
「
墜
ち
た
」
で
は
な
く
寸
堕
ち
た
」
で
あ
る。

ま
ず
は
堤
表
明
氏
。
世
界
の
リ
ッ
チ
マ
ン
、
不
動
産
王
。

惜
し
く
も
ラ
ン
ク
外
と
な
っ
た
が
、
長
野
卑
ま
十
オ
リ
ン
ピ
y

?
の
招
致
に
絡
ん
だ
岩
菅
山
の
開
発
断
念
、

J
O
C
会
長
辞

任
、
そ
し
て
一
固
定
王
国
・
軽
井
沢
で
の
ゴ
ル
フ
宅
開
発
断
念

な
ど
で
話
題
に
・
何
を
や
っ
て
も
成
功
づ
く
め
だ
っ
た
氏
が

初
め
て
味
わ
っ
た
鐙
折
、
な
ど
と
普
か
れ
た
.

「J
O
C
の
仕
事
が
あ
ん
な
に
時
間
を
取
ら
れ
る
も
の
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
本
業
と
ど
っ
ち
を
取
る
か
を
決
め
る
信
ら

.
私
は
食
べ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
」
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
を
堤
氏
は
辞
任
会
見
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
.

J
O
C
の
会
長
が
ど
ん
な
に
忙
し
い
か
は
初
め
か
ら
百
も

承
知
だ
っ
た
は
ず
だ
し
「
食
べ
て
い
か
ね
ば
L
な
ん
て
リ
ッ

チ
7
ン
の
言
葉
と
し
て
は
信
じ
が
た
い
。
な
ら
ば
、
転
附
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
会
長
に
就
任
し
た
こ
と
自
体
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
招
致
の
た
め
の
開
発
が
ご
本
業
へ
の
利
益
誘
導
に
つ
な

が
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
折

も
折
、
ゴ
ル
フ
場
開
発
の
件
で
は
自
然
保
護
団
体
か
ら
地
倹

に
告
発
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
ど
う
見
て
も
畳
一
責
任
に

，
迄
げ
た
・
と
し
か
私
に
は
思
え
な
い
・
財
界
の
巨
星
の
こ

の
堕
ち
か
た
は
、
一

種
の
事
件
で
あ
る
.

桑
田
7
ン
も
月
を
追
っ
て
堕
ち
て
い
く
巨
星
で
あ
る
・
こ

一

ち
ら
は
・
偉
大
e

と
い
う
意
味
で
は
な
〈
、
一
応
・
巨
人
の

ふ

星
'
だ
か
ら
絡
め
て
巨
星。

4
月
は
つ
い
に
衆
議
院
の
予
算

一

委
員
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
答
弁
す
る
海
部
総

一

理
も
思
わ
ず
「
野
湾
属
博
は
ま
ず
い
」
み
た
い
な
先
走
っ
た

ー

雪
言
を
し
て
し
ま
う
オ
マ
ケ
っ
き
。
桑
田
星
は
ど
こ
ま
で
堕

q

ち
る
か
ま
だ
定
か
で
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
は
流
れ
星
と

A

し
て
お
こ
う
。
そ
う
い
え
ば
桑
田
7
ン
も
野
路
界
の
「
不
動

A

産
屋
」

だ
っ
た
つ
け
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
さ
ん
も
堕
ち
始
め
た
巨
星
と
い
っ
た
感
が
J

漂
っ
て
き
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
し
て
警
告
だ
け
に
留
ま
ら

一

ず
つ
い
に
経
済
制
裁
を
実
行
し
て
し
ま
っ
た
@
こ
れ
で
武
力

一

行
使
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
巨
星
ち
袋
叩
き
に
合
っ
て
堕
占

ち
る
し
か
な
く
な
り
そ
う
だ
・
電
気
b
ガ
ス
も
止
め
て
綴
が

J

ら
せ
を
し
、
そ
れ
で
も
尽
し
な
い
な
ら
火
を
つ
け
る
ぞ
、
な

ど
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど

e
地
上
げ
屋
e

の
手
口
で
は
な
い

か
・
そ
う
か
、
今
月
は
「
巨
星
と
不
動
産
屋
」
が
キ
l
ワ
l

ド
か
も
知
れ
な
い
、
い
や
「
虚
勢
を
渡
る
不
動
産
屋
」
か
な
・

-
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4
月
1
日
は
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
c

ソ
辿

の
辺
川
紙
に
地
「
一主
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
家

肢
が
お
年
娠
り
に
救
出
さ
れ
た
記
引
が
昨
判
っ

た
り
、
日
本
で
も
mu品
川
凶
が
「
山
人
ト
ム
的
低
の

t
y雨
地
」
と
説
っ
た
ジ

ョ
ー
ク
の
広
告
を
打

っ
た
が
、
身
近
な
話
題
を
扱
う
ス
ポ
ー
ツ
5

紙
と
経
済
の
総
A
R川
報
の
日
経

4
紙
の
見
出

し
に
は
ど
ん
な
「
点
尖
」
が
報
じ
ら
れ
た
の
か
。

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
紙
。

上
位
初
人
の
内
訳
は

日
本
の
芸
能
人
ロ
人
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係

5
人、

外
国
人

3
人
。
人
チ
ャ
ー
ト
の
常
述
が
今
月

も
世
間
を
騒
が
せ
た
ほ
か
、
芸
能
人
の
治
則
刊

が
相
次
ぎ
、
前
一苦
し
い
1
カ
月
と
な
っ
た
。

〈リ
ー
グ
処
分
、
巨
人
に
制
奴
金
史
上
松

市
街
2
、
0
0
0万
円
〉
(
ス
ポ
ニ
チ
)
、
へ
北
仙
台

読
売
新
聞
名
合
会
長
、
ゑ
問
問
組
に
大
級
忽

「
巨
人
は
解
放
せ
よ
し
(
ト
l
チ

ユ
ウ
)
。
先

月
に
続
い
て
今
月
も
ラ
ン
キ
ン
グ
の

I
位
は

巨
人
の
桑
回
投
手
。
元
巡
動
日
パ
メ
ー
カ
ー
社

員
が
お
い
た
砂
操
縦
本
H
か
ら
始
ま
っ
た
桑
旧
，

問
題
で
、
球
界
は
依
然
大
指
れ
。
と
こ
ろ
が

本
人
は

〈仰
と
図
々
し
い
首
長
山
、

川
島
会
長

へ
の
刊
以
利
文
求
総
山
V
(
サ
ン
ス
ポ
)
と
い
う

行
係。

間
以
よ
り

2
日
巡
れ
で
や
っ
と
岬
川
口
約

文
を
山
し
、
川
仏
セ
・
リ
l
グ
会
長
(
日
似
)

か
ら
社
会
組
焼
に
と

2
mの
本
を
附
ら
れ
る

始
末
。
も
っ
と
も
さ
す
が
に
今
は
A

縦
約
V

(
報
知
)
と
か
?

土
h
H
、
必
川
悦
行

(
2位
)
率
い
る
日
人

は
エ
l
ス
が
1
カ
月
山
助
停
止
の
う
え
、
原

(
ロ
位
)
が
開
反
戦
で
い
き
な
り
紋
院
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
間
円
併
川
山
試
合
で

7
M
W
3

欣
と
い
う
川
町
タ
ッ
シ
ュ
を
み
せ
た
。

マ
ド
ン
ナ

(
3位
)
、
怯
山
山
引
子

(
4位
)

と
い
う
日
米
の
セ
コ
シ

ッ
プ
の
女
王
仰
の

n
日

本
ヒ
叫
ヂ
も
紙
同
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

マ
ド
ン

ナ
が
成
川
知
治
で
の
〈
大
歓
迎
に
知
ら
ん
ぷ

り
ど
卜
l
チ
ュ
ウ
)
だ
っ
た
の
に
対
し
、
則
子

は
一
人
妓
の
沙
也
加
ち
ゃ
ん

(3)
の
幼
総
同

入
附
式
で
《
l
迎
川
だ
け
7

7
収
業
で
1
す
V

(
ニ
ッ
カ
ン
)
と
愛
怨
を
ふ
り
ま
い
た
。

ペ
ル
!
大
統
釦
候
補
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・

7

ジ
モ
リ
氏
の
ベ
ス
ト
初
入
り
(
日
位
)
も
ス
ポ

ー
ツ
紙
な
ら
で
は
。
ペ
ル
l
凶
内
で
は
打
派
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3年前の来日のときより 「何故俣fニ'Itか」とやっ

セ?シーになったマド/ナ Itリ怒りない桑田投手

の
反
日
悠
仇
が
-H
川
ま
っ
て
い
る
と
鉛
じ
ら
れ

て
お
り
、

6
川

3
Hの
選
併
は
ど
う
山
る
。

附
い
ニ
ュ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
元
警
設
院
議
此
の
木
品
川
夫
さ
ん

(
6位)、

一江
シ
ュ
カ
l
の
メ
ン
バ
ー
の
モ
利

公
子
さ
ん

(
6似
て
俳
以
降
の
成
山
三
樹
犬
さ

ん

(
8位
)
が
亡
く
な
り
、
芸
能
界
は
悲
し

み
に
包
ま
れ
た
。

円
以
紅

4
紙
の

k
位
初
人
は
外
凶
人
口
人、

国
内
政
治
家
8
人
、
そ
の
他
I
人
。
日
米
山
川

込
協
誌
が
と
り
あ
え
ず
解
決
に
向
か
っ
た
こ

と
で
、
日
米
の
政
治
家
が
目
立
っ
た

一
方
、

ソ
述
の
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
凶
の
独
立
川
辺
で
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

(
2悦
)
、
シ
ェ
ワ

ル
ナ
ゼ

(
5

ル
似
て
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ
ス
(
げ
位
)
の

3
人
が

ラ
ン
ク
入
り
し
た
。

5
Hは
プ

ロ
野
球
た
け
な
わ
で
選
子
の
お

砲
が

mえ
る
は
ず
だ
が
、
ソ
述
仙
H
山
、
円
安

な
ど
仰不
安
ニ
ュ

ー
ス
。
が

mえ
る
か
・

。

汁
aa
ht司、

ll，，

i
ll

…

i
h一円
、
謎
の
海
部
人
気
と
松
永
特
使
の
活
躍

思
苛
悼
夕

、
矯
爪
大
三
郎
(
夏
且
工
業
大
学
助
教
授
)

2
月
お
日
に
突
然
始
ま
っ
た
株
価
の
言
下
は
、
そ
の
後
…
ら
、
筋
書
き
は
見
え
て
い
た
・
小
粒
の
海
都
自
に
知
恵
を

-

γ
も
数
段
下
げ
を
続
け
て
、
ま
だ
下
げ
止
ま
っ
た
と
は
見
え
な
…
つ
け
、
大
后
法
で
こ
れ
見
よ
が
し
の
綱
引
き
、
日
本
の
消
費
ア

↑
勺
ト
リ
プ
ル
安
に
、
日
本
の
経
済
力
は
、
み
る
み
る
し
ぼ
…

者
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
る
・
そ
う
や
っ
て
、
竹
下
、
金
丸
、

ぃ
オ

匂
ん
で
い
〈
み
た
い
な
感
じ
で
あ
る。

・・

…e

安
倍
と
い
っ
た
自
民
党
の
大
ポ
ス
小
ボ
ス
を
退
治
に
か
か
る

一
ィ

円

す
べ
て
が
値
を
下
げ
る
な
か
、
書
留
の
支
持
率
だ
け
…
の
が
、

徳
造
障
害
除
去
で
な
〈
て
何
だ
ろ
う
・

一
可

↑
寸
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
、
政
界
通
も
首
を
ひ
ね
っ
て
い
る
・
リ
ク
…
フ
ン
ン
ト
ン
で
は
、
松
永
信
佳
特
伎
の
活
躍
が
光
っ
た
・

一
ナ

{
ル
l
ト
排
除
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、
あ
ん
ま
り
悪
い

…

駐
米
大
使
時
代
の
人
脈
を
生
か
し
て
連
日
の
ト
ッ
プ
会
談、

一
小

守
こ
と
を
し
そ
う
に
見
え
な
い
人
柄
の
せ
い
か
。

-一
議
会
筋
に
も
顔
が
広
〈
信
望
が
あ
る
。
出
番
の
な
か
っ
た
安

一
一弘

一

そ
ん
な
4
月
は
の
つ
け
か
ら
、
日
米
豊
富
議
の
山
宅
一
倍
氏
は
口
惜
し
か
ろ
う
が
、
日
本
の
た
め
に
は
こ
れ
で
よ
か
民

一.
土
捜
場
の
攻
防
が
、
連
白
紙
面
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
。
ベ
レ
…
っ
た
。

4
月
5
日
に
は
国
際
問
題
研
究
所
所
長
に
就
任
が
決

-一
世

マ
ス
ト
ロ
イ
カ
や
ド
イ
ツ
も
気
に
な
る
が
、
日
本
の
新
聞
は
ど
…
ま
り
、
こ
れ
か
ら
も
政
府
の
持
駒
、
い
や
日
本
の
切
札
と
し

-
耕

一
う
し
て
も
、
日
米
関
係
に
傾
い
て
し
ま
う
。
チ
ャ
ー
ト
も
そ
…
て
自
在
に
動
〈
べ
〈
、
ス
タ
ン
パ
イ
O
K
で

あ

る

・

共

'
れ
関
連
の
人
び
と
で
占
め
ら
れ
た
・

ー

¥

…

こ
れ
を
天
下
り
と
言
わ
ば
言
え
・
政
治
家
に
い
い
よ
う
に

一
時

ウ
・
自
民
党
は
こ
の
問
題
を
J

水
平
線
に
黒
雲
か
い
な
と
甘
心
…
使
わ
れ
る
ば
か
り
が
能
じ
ゃ
な
い
Y

い
ま
さ
ら
政
界
に
入
つ

一
百台

、
み
て
い
た
よ
う
だ
@

と
ニ
ろ
が
か
な
り
の
大
嵐
、
米
側
の
真
一
た
と
こ
ろ
で
せ
い
ぜ
い
が
陣
笠
ど
ま
り
・
優
れ
た
聡
業
外
交

一
，r

r
剣
な
手
の
内
を
て
ん
で
読
め
な
い
例
の
パ
タ
l
〉
で
あ
る
・

・
…
官
な
ら
、
日
本
の
内
政
や
政
治
シ
ス
テ
ム
の
あ
ら
な
ど
見
え

一
札

口
各
省
庁
代
表
が
印
人
ば
か
り
、
ず
ら
り
と
防
戦
の
人
垣
を
作
…
す
ぎ
る
ほ
ど
見
え
て
い
る
・
ブ
ッ
シ
ュ
!
海
部
l
松
永
と
、

一
日記

・
れ
ば
、
米
側
は
ま
す
ま
す
頭
に
血
が
の
ぼ
る
。

.‘

・

…
そ
の
へ
ん
を
わ
か
り
あ
っ
た
者
同
士
の
チ
l
ム
プ
レ
ー
だ
っ

日
付

思
え
ば
7
7
y
ユ
大
統
領
が
突
然
の
パ
ジ
ャ
マ
コ
ー
ル
、

…
た
の
な
ら
、

そ
こ
を
察
知
し
て
海
部
人
気
を
盛
り
上
げ
七
日

一
T

i

3

1
海
部
に
ち
ょ
っ
と
さ
た
い
と
言
っ
た
あ
た
り
か
一

本
の
有
権
者
ら
な
か
な
か
え
ぐ
い
か
も
し
れ
な
い
。
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事
件
の
主
役
た
ち
が
続
々

H

復
活
H

米
ソ
韓
首
脳
の

H

サ
ミ
ッ
ト
H

に
世
界
の
目

5
川
の
ス
ホ
|
ツ
5
紙
の
は
山
し
矧
山
川

以
上
山
門
別
人
の
内
必
は
日
本
の
ヘ
L
能
関
係
日

人
、
ス
ホ
l
ツ
卯
2
人
、
外
川
人
2
人
、
日

前
川
係
2
人
、
政
り
l
人
。
+
1
役
の
w

復
活
"

が
阿
川
を
騒
が
せ
た
ほ
か
先
刈
に
絞
い
て
H
4

能
人
の
u

川
知
山
が
相
次
い
だ
b
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国21高三藤井誠 J 巴7) 歌手 誤;符Jbzf包?慨を発
島 内向‘ 守山

回 22 海部俊樹 (59) 閉 ま7::rょgfizz誤認交で
;回;抜本開司 王 斗男子;1.7・ 品調諸説芯:fir
r-吋い?ー ゾ 日

E 21 林真理子 (36) 作家 l去よ弘;;綴;1せま572号
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日

!J

る!e本め埠合そ除喜、まとめて!固と1...liniと社会面など異なる函に名前均出

た味合l三別々に数えた.認歪望月間は 5月 18-5月31日.孝弘前曹は5月31日
現も故人は逝圭時の写訴を記した，.可吉莞往民他人).却位タイのy ャネ yト

.ジャクソンはラノキングか勺はずした

c討古畑幸.サンケイスポーツ{サンスボ)、スホーツニ yポン{スポニテ)、乱軍中

日スボ-'1(トーチュウ}‘日刊スポーツ(二 yカン).報主1!l.¥M(報知)<7>5松町車京

置H版ao売胞を銅べ1こ，1面{筒 l面).l士会箆芸自罰的常設置の見出しl二個人 ; 

名や扇曹の宝堤した回:i~;主えた 厚iJl.IJとしてニュ スカ¥ニュースに議じた椅

墨田見出しに伝った.， 1.1:.. Iつの函に同じ名前や肩書か出てきた場合は、異な

;11 

弓

4

h

明
来
笑
制
刷
、
さ
あ
刊
訂
ド
よ
V
T
一
ッ
カ
ン
}も

7

今
日
付
の
ラ
ン
キ
ン
ク
l
仇
は
昨
年
ロ
バ
剖
日

の
記
科
会
見
以
米
、
間
百
を
隠
し
て
い
た
小
説

明
菜
c

析
山
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
「
/
凡
の
m
m
Uな

ど
の
た
め
に
ハ
ワ
イ
へ
放
る
な
ど
、
町
出
μ
叩へ

向
け
て

"
他
在
ぶ
り
“
を
一不
し
始
め
た
。

〈

5
年

5
カ
月
ぶ
り
保
っ
て
き
た
は
る
み
節
V

(
サ
ン
ス
ポ
)
。

5
月
叩
日
に
京
以
・
渋
谷
の

N
H
Kホ
ー
ル
で
復
制
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
い

た
郎
は
る
み

(
2位
)
。
公
的
の
続
伎
は
N
H

K
で
生
中
縦
さ
れ
、

ω・
l
%
(
ビ
デ
オ
・
リ

サ
ー
チ
調
べ
、
附
取
)
も
の
川
町
総
ギ
を
必
録

し
た
が
、
.
総
合
テ
レ
ビ
で
は
公
泌
氏
中
で
紋

送
を
打
ち
切
っ
た
た
め
、
り
卜
n
H
川
が
殺
到
す
る

騒
ぎ
と
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
目
的
三
紋
子
さ
ん

(
7似
て

篠
山
究
炎
さ
ん

(
8似
て
加
米
山
一
さ
ん
(
日

位
)
な
ど
が
亡
く
な
り
、
芸
能
界
は
悲
し
み

に
包
ま
れ
た
。

日
経

4
紙
の
上
位
初
人
は
外
川
人

9
人、

国
内
政
治
家
9
人
、
そ
の
他

2
人
。
米
ソ
首

附
ム
F
談
、
市
民
凶
ド
イ
ツ
統
て
ソ
辿
の
リ
ト

ア
ニ
ア
共
和
問
の
独
双
山
辺
な
ど
f
げ
ん
需
ニ
ュ

ー
ス
H

が
目
立
っ
た

二
ペ
ほ
必
魁
将
川
大
統

領
(
2位
)
の
来
日
も
穴
き
な
山
川
辺
と
な
っ
た
。

-F~句、
寸
6

・f

F
'
J

E 

Ja 

v-
-r
ャ

t
j
e
 

前
月
ヘ
ス
ト
テ
ン
入
り
し
た
虚
泰
愚
大
統
領
が
、

5
月
の

来
日
で
堂
々
の
2
位
e

国
会
で
の
演
鋭
も
格
銅
高
〈
、
国
際

的
地
位
を
高
め
つ
つ
あ
る
自
信
を
に
じ
ま
せ
た
@

こ
ん
む
隣
人
総
国
は
、
不
運
に
も
日
本
の
身
代
わ
り
?
に

分
裂
白
家
と
な
っ
て
、
戦
争
の
傷
跡
を
い
ま
な
お
背
負
う
.

そ
こ
か
ら
眺
め
れ
ば
、

日
本
の
態
度
は
腹
立
た
し
い
・
今
自

さ
し
あ
た
り
を
日
一
与
世
の
法
的
身
分
を
解
決
す
る
は
ず
が
、

つ
い
天
皇
の
「
お
言
葉
」
問
題
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
&

憲
法
の
原
則
か
ら
い
っ
て
、
象
徴
天
皇
は
「
謝
罪
」
す
る

立
湯
に
な
い
匂
「
お
言
葉
」
が
政
治
・
外
交
問
題
に
な
る
こ
と

自
体
回
っ
た
こ
と
。
だ
が
、
観
国
民
の
無
念
は
祭
す
る
に
余

る
e

そ
れ
を
背
に
、
虚
大
統
領
も
退
〈
に
退
け
な
れ
。
保
守

3
党
を
合
同
し
た
の
に
、
支
惜
門
率
が
わ
ず
か
川
%
に
急
落
し
、

金
大
中
氏
の
平
民
党
に
も
抜
か
れ
た
.
経
済
も
に
わ
か
に
失

速
、
背
水
の
陣
で
ど
う
に
か
ポ
イ
ン
ト
を
稼
い
だ
.

自
民
党

・小
沢
帥
判
事
長
の
土
下
座
発
言
(
多
分
本
音
!
)

な
ど
が
飛
び
出
す
の
も
、
国
民
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
か
ら

だ
。
彼
害
者
意
急
が
先
に
立
ち
、
主
権
者
の
自
覚
が
な
い
。

日
本
の
起
こ
し
た
一戦
争
で
あ
る
以
よ
、
責
任
を
と
っ
て
全
部

後
始
末
を
す
る
の
が
、
戦
後
新
た
に
・
主
催
者
と
な
っ
た
者
の

『『
よ
、
£
海
外
要
人
の
名
前
は
原
語
読
み
が
「
外
交
の
イ
口

c

e
-
-
，

美

里

美
寿
々
(ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
)

調
整
局
面
で
影
響
力
を
盛
り
返
す
ア
メ
リ
カ

総
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大
学
助
教
忽

番
組
の
若
手
ス
タ
ッ
フ
N
君
に
は
、
ア
バ
ウ
ト
な
性
格
そ

の
ま
ま
の
微
笑
ま
し
い
ポ
ケ
震
が
あ
る
.
世
の
中
、
人
の
名

前
の
読
み
返
え
、
覚
、
λ
違
え
を
し
て
い
る
人
は
ま
ま
い
る
け

れ
ど
、

N
君
の
は
筋
金
が
入
っ
て
い
る
・

翌
丸
フ
ァ
ン
の
彼
は
，
笠
'
は

，ト
ョ
・
と
し
か
絞
め
な

い
と
固
〈
信
じ
込
ん
で
い
る
・
ス
ポ
ー
ツ
紙
一
一
白
を
た
び
た

び
筒
る
武
史
は
も
ち
ろ
ん
い
つ
だ
っ
て
「
タ
ケ
ト
ヨ
ヘ
中
日

の
大
豊
は
「
オ
オ
ト
ヨ
勺
テ
レ
ビ
の
一
ア
ィ
レ
ク
?
!
な
の
に

テ
レ
ビ
を
ほ
と
ん
ど
見
な
い
彼
は
、
ス
ポ
ー
ツ
情
報
は
も
っ

ぱ
ら
新
聞
で
得
る
。
一
冨
わ
れ
て
気
付
い
た
が
ス
ポ
ー
ツ
紙
の

人
名
に
は
ほ
と
ん
ど
振
リ
仮
名
が
な
い
。
江
副
を
し
ば
ら
く

の
問

「エ
フ
ク
」
と
悟
叫
ん
で
い
た
の
も
可
愛
か
っ
た
.

そ
う
言
う
私
も
ち
ょ
っ
と
前
に
「
美
里
、
大
ノ
リ
で
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
か
い
う
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
記
事
を
見
て
た
ま
げ
た

こ
と
が
あ
る
a

私
が
コ
ン
サ
ー
ト
?
オ
ン
チ
の
私
が
何
で
ー

と
思
っ
た
の
も
束
の
問
、
渡
辺
美
里
の
こ
と
で
あ
っ
た
‘

か
と
田
ゆ
え
ば

「笑
豆
、
妊
娠
!
」
と
短
し
た
ス
ポ
ー
ツ
紙

の
記
事
を
見
た
と
き
は
ぶ
っ
飛
ん
だ

6

妊
娠
な
ど
し
て
い
な

い
こ
と
は
こ
の
私
が
い
ち
ば
ん
よ
〈
知
っ
て
い
る
・
こ
ち
ら

は
堺
正
章
の
奥
さ
ん
岡
田
美
里
{
ミ
リ
)
の
妊
娠
だ
っ
た
‘

H
H
国
の
虚
泰
愚
大
統
領
の
訪
日
に
先
立
ち
、
愛
知
問
国
人

会
館
が
放
火
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
‘
後
日
、
赤
報
隊
が
通

信
社
に
送
り
つ
け
た
声
明
文
の
中
に
は
「
ロ
ダ
イ
グ
は
日
本

に
く
る
な
.
来
た
ら
命
の
保
径
は
な
い
と
思
え
」
と
い
う
一

節
が
あ
っ
た
@
設
も
.か
知
っ
て
い
る
M
H
国
語
読
み
の
「
ノ
テ

ウ
」
を
あ
え
て
日
本
語
読
み
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
は
般

国
を
認
め
な
い
姿
努
を
表
そ
う
と
し
た
よ
う
に
思
え
る
e

誌
で
も
自
分
の
名
前
は
正
確
に
担
叫
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

う
し
、
正
し
く
読
む
の
が
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
前
大
統
領
を
、
日
本
の
新
聞

・
マ
ス
コ
ミ

は
就
任
後
し
ば
ら
く
の
問
リ
ー
ガ
ン
と
書
い
て
い
た
が
、
レ

ー
ガ
ン
の
ほ
う
が
よ
り
近
い
ア
?
セ
ン
ト
だ
と
分
か
っ
て

一

斉
に
直
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
・
盟
国
の
大
好
係
金
刷
の
全
斗

換
氏
か
ら
、
よ
う
や
く
盟
国
語
絞
み
に
変
え
た
.
国
家
元
首

と
な
れ
ば
原
語
読
み
に
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
.

と
こ
ろ
が
な
ぜ
中
国
だ
け
は
、
阿
国
小
平
(
ト
l
シ
ヨ
ウ
ヘ

イ
)
、
李
鵬
(
リ
ホ
ウ
)
な
の
か
A

す
か
ら
な
い
e

テ
ン
チ
ャ
オ

ピ
ン
、
リ
l
ポ
ン
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
a

各
国
の
首
脳
や

要
人
の
名
前
を
原
箆
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
a
t
音
す
る
の
は

外
交
の
イ
ロ
ハ
だ
と
思
う
の
だ
が
。

P E  

園周辺

E
園
田
園
田
・コ

H
B百
E
V
d

務
め
で
あ
る
.
き
っ
ち
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
謝
っ
た
ド
イ
ツ
に

比
べ

、
大
学
生
と
虫
干
生
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
‘

こ
こ
へ
来
て
、
世
界
は
調
整
局
面
に
入
っ
た
る
こ
の
激
動

の
l
年
、
い
や
、
初
世
紀
の
後
始
末
で
あ
る
・
6
月
は
米
ソ

首
脳
会
談
、

7
月
の
サ
ミ
ッ
ト
と
目
標
か
目
白
押
し
。
ド
イ

ツ
統

一、ポ
ス
ト
冷
戦
の
世
界
秩
序
を
各
国
が
模
索
し
て
い
る
・

そ
ん
な
中
、
ア
メ
リ
カ
が
、
軍
事
賢
削
援
の
余
力
も
あ
っ

て
、
影
響
力
を
盛
り
返
し
て
い
る
@
ベ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
成
功
社

だ
っ
て
、
ソ
連
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
国
益
だ
。
リ
ト
ア
ニ
ア
を
捻

な
だ
め
代
譲
歩
さ
せ
る

一
方
、
武
力
は
い
か
ん
と
ゴ
ル
パ

チ

町

ヨ
フ
に
釘
を
さ
す
。
お
か
げ
で
妥
協
の
線
も
見
え
て
き
た
.
共

い
っ
ぽ
う
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
も
山
骨
子
入
れ
る
チ
ヤ

会

ン
ス
パ
・
中
曾
根
首
相
の
時
み
た
い
に
党
内
基
盤
の
弱
い
内
閣
時

ほ
ど
御
し
や
す
い
、
と
ア
メ
リ
カ
は
見
て
い
る
z

そ

の

狙

い

事

が
竹
下
離
れ
を
狙
う
海
部
e
小
沢
ラ
イ
ン
の
思
惑
と

一
致
し
、
し

遊
撃
改
革
が
に
わ
か
に
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

と

い
ま
の
中
選
挙
区
制
が
、
国
際
的
な
責
任
に
応
え
ら
れ
な
脚

い
政
治
ン
ス
テ
ム
な
の
は
明
b
か
・
政
権
を
め
・
さ
す
社
会
党
小

に
と
っ
て
特
に
、
願
っ
て
も
な
い
改
革
案
の
は
ず
。
土
井
委
訂

員
長
が
こ
の
流
れ
を
ど
う
読
み
切
っ
て
動
く
か
、
注
目
だ
。
山札

3守〆
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平
成
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
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プ
ル
誕
生

日
系
フ
ジ
モ
リ
氏
、
ベ
ル
l
大
統
領
に

日
川

ωス
ホ
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の
は
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制
度
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新|日の"アイドル"の活躍が目立った1カ月
守管雪語ill主J主主主 . .I.~ ，~--_;~軍事五ι
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PEOPLE  & PEOPLE三

大
統
領
た
ち
に
、
冷
や
汗
の
夏

僑
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大
学
助
教
授
)

hJ
7・J
，
出
す
ぎ
た
杭
は
打
た
れ
な
い
e
頑
張
れ
フ
ジ
モ
リ
氏
/

d
t

u

f
美

里

美

寿

々
(
こ
ユ
|
ス
キ
ヤ
ス
歩
|
)

?

ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
民
か
ベ
ル
!
大
統
領
選
挙
の
決

.
戦
器
長
に
臨
む
直
前
、
東
京
の
地
下
鉄
の
中
で
2
人
の
サ
ラ

い
リ
1
マ
ン
ら
し
き
中
年
男
性
が
こ
ん
な
会
話
を
し
て
い
P
3

w

「フ
ジ
モ
リ
は
大
統
領
に
な
る
と
思
う
か
い
?
-

知

「
ウ
|
ン
、
ど
う
だ
ろ
う
?
で
も
、
彼
は
日
系
社
会
か
ら

一
は
伐
ス
カ
ン
食
っ
て
る
ら
し
い
な
あ
」

~

「
そ
う
だ
つ
て
な
・
7
ジ
モ
リ
が
大
統
領
に
な
っ
て
失
策
で

ー
も
し
た
ら
、

臼
系
人
が
ま
た
替
『
印
さ
れ
る
と
か
つ
て
心
配
し

い
て
ん
だ
ろ
?
で
も
、

気
持
ち
わ
か
る
よ
な
あ
」

-A

聞
い
て
る
う
ち
に
、
私
は
ハ
ラ
が
立
っ
て
き
た
え
そ
ん
な

…
こ
と
言
っ
て
る
か
ら
、
日
本
人
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
島
国

ベ
仮
性
が
抜
け
な
い
つ
で
批
判
さ
れ
る
の
よ
・
ベ
ル
|
の
日
系

-
人
も
日
本
人
も
ど
う
し
て
こ
う
心
が
狭
い
ん
だ
ろ
う
v

一

日
系
社
会
か
ら
の
反
発
を
承
知
で
、
あ
え
て
ベ
ル

l
の
変

一
革
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
フ
ジ
モ
リ
氏
に
、
せ
め
て
私
た

…
ち
日
本
人
は
大
き
な
泊
手
を
送
る
べ
き
だ
と
思
う
の
に
、
日

本
の
マ
ス

コ
ミ
も
必
ず
彼
に
対
す
る
日
系
社
会
の
悪
評
を
紹

介
し
て
い
た
。
人
口
の
l
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
臼
系

人
か
ら
大
統
領
が
蕊
生
し
た
こ
と
自
体
素
晴
ら
し
い
こ
と
な

の
に
、
何
で
い
ち
い
ち
ナ
ン
ク
セ
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
私
に
す
れ
ば
、
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
日
本
国
籍
を

持
つ
在
日
般
国
人
が
日
本
の
総
理
に
な
る
可
能
性
が
皆
無
に

近
い
こ
の
国
に
比
べ
て
、
ベ
ル

l
は
何
と
民
主
的
で
開
か
れ

レ

た
国
か
と
い
う
こ
と
が
是
も
印
象
的
だ
っ
た
。

巳

，
出
る
杭
は
打
た
れ
る
'
か
ら
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
、
反
発

を
買
わ
な
い
よ
う
に
生
き
た
ほ
う
が
得
で
あ
る
・
こ
れ
は
大

・

方
の
日
本
人
が
持
っ
て
い
る
処
世
術
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
第

d

2
次
大
戦
中
に
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
迫
害
の
歴
史
を
持

・

つ
ベ
ル
!
の
日
系
人
に
と
っ
て
は
「
戦
後
勤
勉
に
働
き
善
良

な
市
民
と
し
て
せ
っ
か
く
洛
け
込
ん
で
や
っ
て
き
た
の
に
、

フ
ジ
モ
リ
は
何
で
ま
た
あ
え
て
・
出
る
杭
・
に
な
ろ
う
と
す

る
の
か
。
日
系
社
会
の
た
め
に
も
お
と
な
し
〈
し
て
て
欲
し

。

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
・
し
か
し
、
み
ん
な
が

そ
ん
な
考
え
方
で
は
ベ
ル

l
に
将
来
は
な
い
は
ず
だ
。
「当
選

し
た
か
ら
に
は
協
力
し
ま
す
」
と
日
系
人
た
ち
は
言
っ
て
い

る
そ
う
だ
が
、
ム
シ
の
い
い
こ
と
を
言
う
も
の
だ
・

-
出
る
抗
は
打
た
れ
る
@
が
、
出
す
ぎ
た
杭
は
誰
も
打
た
な

い
'
と
い
う
の
が
私
の
壁
面
な
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
フ
ジ
モ

リ
氏
に
は
大
い
に
出
す
ぎ
た
抗
に
な
っ
て
頂
き
、
狭
蚤
な
日

系
社
会
と
日
本
人
を
見
返
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
@

日
系
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
候
僚
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
、

作
家
の
バ
ル
ガ
ス

・
リ
ヨ
サ
候
補
を
く
だ
し
て
圧
勝
、
大
統

領
に
当
選
を
果
た
し
た
。
向
こ
う
5
年
間
、
沈
没
寸
前
の
ベ

ル
l
の
舵
取
り
を
佳
さ
れ
る
.

「真
面
目
で
勤
勉
」
「食
芝
人
の
味
方
」
と
問
〈
と
面
は
ゆ
く

も
あ
る
が
、
日
系
人
が
海
外
で
高
〈
評
価
さ
れ
れ
ば
悪
い
気

持
ち
で
な
い
。
日
本
人
が
と
う
に
な
く
し
て
し
ま
っ
た
昔
な

が
ら
の
美
徳
を
、
本
国
を
速
く
離
れ
た
移
民
の
人
び
と
が
純

粋
活
愛
し
て
い
る
み
た
い
な
感
じ
で
あ
る。

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
は
シ
ア
ヌ
l
ク
国
民
政
府
大
総
領
も
来

日
、
和
平
ム
宜
誌
で
健
在
ぶ
り
を
見
せ
た
。

実
感
大
統
領
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
会
見
後
、

ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
大
統
領
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
急
窓
会
談
し
た
・

符
ソ
国
交
も
間
も
な
く
結
ぼ
れ
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
強
力
な
後
押
し
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
、
こ
の

会
談
の
意
義
は
大
き
い
・
ま
ず
、

北
朝
鮮
の
軍
事
暴
発
の
可

能
性
が
、
ほ
ぽ
な
く
な
っ
た
@
(
万
一

の
得
合、

米
ソ
が
戦

術
核
を
使
用
し
、
中
国
が
そ
れ
を
黙
認
す
る
約
束
が
出
来

た
と
み
て
い
い
)
こ
の
た
め
北
朝
鮮
は
、
急
速
に
対
米
後
近

と
経
済
開
放
を
図
ら

g
る
を
え
な
く
な
っ
た
・
し
か
も
南
北

‘
お
め
で
と
う
♂
ぶ
・必

ωロ
イ
ヤ
ル

・
ベ
ル
作

秋
伐
白
川
川
町
ド
バ
孔
，
j
さ
ま
、
(
ス
ホ

ニ
チ
)
e

今
川

ωラ
ン
キ
ン
グ
の

l
、
2
似
は

m-
Mに

‘，、

.
ι

目

「H
M
M
引
の
伊
を
行
わ
れ
た
、
秋

MW一
日
必
卜

{
礼
ん
い
け
さ
三
と
秋
炉
問
山
山
紀
川町
下
(
川
嶋
紀

，rさ
ま
)
の
半
吠
カ
ッ
プ
ル
ヱ
例
見

ωぽ』

〉
を
J
H
l
h
t
、
〆

J

こ
ま
U
J

i

J

d
M
l
d
f
l
f川

r''
し

it
H
:
l
"司
e
'j

人
が
集
ま
り
、
ご
成
川
町
を
お
祝
い
し
た
巴

お
2
人
に
あ
や
か
つ
て
か
、
夜
札
的
英
(
川

位
)
と
行
川
れ
乃
夫

(M
M川
}
が
人
間
相
し
た
り
、

行
町
山
》j
(
日
仏
)
ら
的
約
を
だ
れ
れ
る
米
川

に
進
出
し
た
怯
川
山
氏
，
I
{
9
HM)
、
人
気
絶
似

の一日口火

0
・ぇ

(口
仇
)
4
2
7
J
7
人
り
す
る

な
ど
、
新
川
ア
イ
ド
ル
の

J
m
w仰
が
紙
耐
を

に
ぎ
わ
せ
た
=

そ
の
一
方
で
、
川
町
川
火
阪
の
本
・
外
五
千
代

さ
ん
(
げ
仙
一
)
が
亡
く
な
っ
た
ほ
か
、
た
t
E

ひ
ば
り
さ
ん

{6
似
}

の
一

一川
正
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
同
川
仰
か
ら
ギ
成
へ
の
川
代
の
変
化

を
尖
悠
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
ス
J
U

相
次
い
だ
む

'
i
，KL
ao-
ι
ヘ
、J
e
に
r
eハU

、+47LB叶司・、
“u
、、

E
l
v--τ-
何
羽
・u
sl
'
hド
ワ
寸
ノ
ト
k
h
y
Lド，
J
1
1
E/

川
内
政
治
家
日
人
、
そ
の
他
2
人
r

ソ
辿

ω

内
政
問
題
の
品
担
が
制
変
わ
ら
ず
多
か
っ
た

ほ
か
、
ス
ホ

l
ツ
紙
九
九
Mωア
ル
ベ
ル
ト

・

フ
ジ
モ
リ
氏
が
，
』
ち
ら
で

L
M似
に
人
っ
た
‘
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き
氏

で
リ

開
モ

打
ジ

を
フ

レ
の

J

7

E
 

て

章

、

ン

続

¥

イ

大

T

超
期

噌

の

wxn

一
?

ル
か

べ
る

結婚の儀を終え.赤坂御用地内

的新居に入られた仮復宮妃殿下

も
切
な
れ

vu

総
理
由
ヒ
じ
へ

』予‘内
、』p
・--

ιぺ
岨F

・4T，、目、
、〈

」
一
市
う

αそ
.守
山

い
て
く
トh

v
下」
U

統
一
が
、
対
等
で
あ
り
え
な
い
こ
と
も
明
ら
か
・
ル
ー
マ
ニ

ア
型
の
崩
神
宮
を
懸
け
る
の
に
、
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
-
年
前
に
比
べ
れ
ば
、
大
き

く
影
響
力
を
後
返
さ
せ
た
。
。
彼
の
目
算
通
り
、
共
産
党
は
や

が
て
介
裂
を
仁
か
え
る
だ
ろ
う
。
が
、
大
統
領
の
ひ
き
い
る

ソ
連
邦
が
、
ロ
シ
ア
共
和
国
な
ど
の
介
径
約
傾
向
を
克
服
し

て
、
国
家
と
し
て
の
統

一を
保
て
る
か
否
か
は
、
保
証
の
限

り
で
は
な
い
.
老
行
き
も
全
〈
不
透
明
で
あ
る。

往

け
れ
ど
米
国
に
と
っ
て
、
依
然
大
き
な
絞
軍
事
力
を
備
え

詰

て
い
る
ソ
連
が
、
こ
れ
以
上
の
混
乱
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
は

局

決
し
て
望
ま
し
く
な
い
・
ポ
ス
ト
冷
戦
体
制
|
|
米
ソ
で
2

実

介
の
1
ず
つ
按
抑
止
力
を
『
分
担
し
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
核
武
唯
一

装
を
向
こ
う
叩
年
間
は
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
、
世
界
の
一
元
的

真一

(
か
つ
市
女
上
が
り
)
な
安
全
保
障
体
制
|
|
を
急
い
で
情
築
写

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
だ
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
と
っ
て
、

ム

ソ
遼
の
自
由
主
義
経
済
へ
の
移
行
は
、
何
と
し
て
も
な
め
ら
吐

か
に
な
し
と
げ
て
も
ら
い
た
い

一
大

事

な

の

だ

。

院

大
圏
、
小
因
。
ベ
テ
ラ
ン
、
新
参
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で
小

大
き
な
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
統
領
た
ち
の
、
門
別

冷
や
汗
の
夏
が
や
っ
て
き
そ
う
だ
a

山凡

6

h制
調
尚

F

'kh'd4
・・
e

i

r 

i
l

l

a--j
i
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7
川
の
ス
ポ
ー
ツ
5
紙
の
は
山
し
制
度
川

数
卜
.
仙
一
叩
人
の
内
ぷ
は
日
本
の
ぷ
能
川什
9
人
、

ス
，ホ
1
ツ
非

4
人
、
川
会
'
2人
、
外
川
人

2

へ

そ

の

他

3
A
q
c
n人
た
ち
の
打
さ
H

が

H
a
U
っ
た

l
カ
け
と
な
っ
た
。

明
菜
同
州
吋
巾
川
女
ド
.色
々
の
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策
も
自
分
の
地
位
も
危
う
〈
な
る
・
保
守
派
に
追
い
上

一一

げ
ら
れ
、

健
康
に
も
不
安
の
郷
小
平
は
、
J
ポ
ス
ト
邸
時

代

を

仇

J

真
剣
に
考
え
ぢ
る
を
え
な
い
・
旬
、修
尚
娘
、
陳
雲
が
ど
の
煩

問
山
田
氏

に
「
毛
沢
東
に
会
い
に
い
く
」
か
で
、
中
国
の
政
情
は
ど
う
早

転
ぷ
か
わ
か
ら
な
い
・
国
家
と
党
の
介
般
が、

ソ
連
ほ
ど
に

い

も
進
ん
で
い
な
い
中
国
で
は
、
い
っ
た
ん
混
乱
か
起
こ
れ
ば
、

と

収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

出

南
北
可
自
由
往
来
」
を
提
案
し
た
慮
泰
田
空
人
統
領
は
、

東

川
T

独
崩
痩
の
シ
ナ
リ
オ
再
来
を
剣
山
匂
羽
年
に
続
き
‘
ア
ジ
ア
と
孔

世
界
の
情
勢
は
、
依
然
予
断
を
許
さ
な
い

.

山

'
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ー
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か
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ん
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F
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一
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嘉
斗
捌
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宮
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辺
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叫
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イ
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一
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弁
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司塁
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山
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…一日
川

市

町田
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味
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市
…説
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弘

蹴
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国

間
並

立

川

)

霊

ね
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ぉ

…一点

目

亙

白

一・

M
m習
っ

歪

叩
一
一一一州

謀

説

畑
盟
回
四
回
目
一
回
一
畑
一回
一
泡
回
一
沼
田
ピ
四
回
一週
図
包
囲
四
回
一週凶
器

事
m
Jプ
ッ
シ
ュ

2
5
?図式
る

ト

シ

キ

ち

ゃ

ん

ぷ

一

二

十
旬
、
…
奈

川

の

緊

急

時

保

安

官

張

り

切

る

一

i

Fれ
お

美

旦

美

空

ニ
立

キ

礼
子

久

三

一

九

一一J

万

一

ん

し

一

一

一

三

伊

限

時

γ
…!
大
一
一
一

3
1
4助

1
3

一
一
山
三

:

‘
望
T

|
祭聞は
に
理
屈
を
つ
げ
て
-1
い
措
置
ト

γ
L宏
司
…

ア
メ
リ
j
国
民
の
河
%
パ
.1
セ
ン
ト
以
上
が
、
十
-
フ
ク
を

』
…

赤
マ
ル
付
き
で
一

路
チ
ャ
ー
ト
上
位
口
初
登
場
の、
・
サ
ダ

…
ス
ラ
エ
ル
も
何
か
情
報
を
得
て
い
た
ろ
う
@
プ
ッ
シ
ュ
は
そ

i

一

，
g

|
|
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
大
雪

・
，

:

…
武
力
で
や
っ
つ
け
る
べ
き
だ
と
す
る
ム

1
4宅
、

ご

ざ

ム
ヒ
フ
セ
イ
ン
大
統
領
。

イ
ラ
ク
量
産

を
指
揮
し
て
8
・
…
の
へ
ん
を
承
知
す
え
で
、
あ
る
程
度
イ
ラ
ク

3
5、

U

-

』
の
連
関
は
ど
な
た
も
納
得
さ
れ
る
と
思
う
・
ょ
っ
ヱ

・
…
シ
ユ
さ
ん
は
(
襲
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
)
ど
こ
か
嬉
.
二

月

2
R
あ
っ
と
言
う
問

5
2
1
2領
し
た
-
-
三

国
際
蓄
の
高
ま
り
を
背
に
さ
っ
そ
う
と
退
治
に
か
か
る
、

一
1
ト
に
裏

手

起
こ
り
、
そ
の
主
義
府
の
要
請
で
ク
ウ
エ

…
々
と
し
て
、
い
ま
強
い
リ
l
ダ
ト
を
演
じ
て
い
る
の
か
も
知

山

一

プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
反
応
も
書
寸
か
っ
た
J

す
か
さ
ず
イ
…
と
い
う
段
取
り
を
措
い
て
い
た
よ
う
に
思
う
・

…
|
卜
を
守
る
た
め
軍
を
送
っ
た
』

「
イ
ラ
ク
と
ク
ウ
ェ
ー
ト

…
れ
な
い
・
と
す
れ
ば
、
彼
の
フ
セ
イ
ン
批
判
も
一

湿
の
強
弁
以

で

7
ク
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
在
外
資
産
を
凍
結
す
る
と
同
時
に
、
~
し
か
し
、
人
質
の
せ
い
で
、
速
戦
即
決
の
武
力
行
使
は
む

一

に
い
る
外
国
人
は
人
質
で
は
な
〈
客
人
だ
@
彼
ら
を
保
護
す
…

と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
・

・

・

以

吋
経
済
封
鎖
を
敢
行
J

日
本
な
ど
各
国
の
尻
を
叩
い
て
足
並
み

…
ず
か
し
い
・
経
済
封
鎖
に
も
時
間
か
か
か
る
・
ぐ
ず
ぐ
ず
し

い

・
る
た
め
に
軍
事
施
段
な
ど
に
収
容
し
た
」
|
|
こ
ん
な
の
は
…
そ
ん
な
プ
ア
ン
ユ
さ
ん
に
「
ね
え
、
ト
シ
キ
、
あ
ん
た
も

」
V

を
僧
え
さ
せ
る
・
国
連
安
保
理
は
歴
史
的
な
制
裁
決
議
を
採

…・

て
い
る
う
ち
に
、
ア
ラ
ブ
の
反
米
感
情
が
ま
た
燃
え
上
が
る

山

一
持

制

均

一

日

目

μ
i，J

?っ
ブ
の

宗

一

1
7
…M
品
川
れ
鰐

良

川

げ

叫

す

ぷ

u
v
dお
お

丘

一
一
れ
吋
%
は
制
限
防
相
川
崎

研

七

日

紅

白

百

…

付

利

十

J

れ

が

お

崎

将

れ

M
M刈
同
法
封
一
一

一
間

十
「
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
は
ウ
ソ

Z
2
3
1
F…
ま
で
真
剣
に
考
え
込
ん
で
い
る
海
部
ス
ち
ょ
っ
と
さ
よ

二

乙
イ
ラ
ク
の
人
質
作
戦
が
奏
効
し
て
宇
着
状
態
が
続
い
て
…
に
同
事
季

五
、
経
済
封
鎖
も
量
り
に
な
る
@

師

同
じ
だ
・
こ
の
全
世
界
の
敵
と
闘
う
に
は
武
誌
を
取
る
し
か

F

…
く
る
め
ら
れ
て
や
し
な
い
だ
ろ
う
か

-
:
-
f:一

い
る
問
に
、
原
油
価
格
は
量

あ

べ
¥
三

株
価
は
喜

一
寸

'
こ
ん
な
と
き
日
本
は
何
を
す
れ
ば
い
い
?
富
喜
注

f
I
い
」
と
塁
く
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
ど
う
な
の
か
一

三

…
-v

こ
と
は
雇
紛
さ
の
だ
か
ら
、
国
連
の
一
員
で
あ
る
日
句
会

長
イ
ン
フ
レ
と
景
気
後
退
の
撃

に
J

バ
ブ
ル
経
済
が

…
は
夏
休
み
を
兼
ね
、
中
東
5
カ
国
を
ひ
ど
回
り
す
る
は
ず
た

よ

A

づ
げ
に
増
税
を
匂
わ
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
苦
境
の
ア

…
本
の
原
理

・
原
則
は
固
ま
決

議

長
う
こ
と
で
あ
る
・
回

二

-み
じ
め
な
終
り
を
迎
え
て
い
る
-

a

ぺ

'

…
っ
た
・
で
も
望

gAし
て
、
急
き
ょ
取
り
止
め
・
宿
題

'm

・
メ
リ
カ
財
政、

大
事
な
中
間
選
挙
に
向
け
て
下
が
り
っ
ぱ
な
t
…
米
同
箆
と
い
う
も
の
は
こ
こ
で
は
優
先
さ
れ
な
い
は
ず
だ
e

J

γ

と
こ
ろ
で
フ
セ
イ
ン
大
統
領
、

パ
l
ス
党
の
殺
し
屋
か
ら
…
が
出
来
て
な
い
か
ら
、
官
邸
に
こ
も
っ
て
勉
強
し
ま
す
、
み

川
明

一
し
の
大
統
頃
支
持
率
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
さ
ら
わ
れ
4

白

際
.
…
ア
メ
リ
カ
に
貢
献
策
を
つ
つ
か
れ
た
途
端
に
『
で
は
駐
留
米
自
一
の
し
上
が
っ
た
と
い
う
野
心
家
で
、
不
敵
な
面
備
え
は
悪
役
一

た
い
で
が
っ
か
り
だ
。
相
変
わ
ら
ず
の
、
外
務
責
皇
室

二
ふ

げ
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
奪
回

l
ヘ
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
、
都
…
ま
重
量
増
で
は
ど
う
か
』
な
ど
と
検
討
す
る
の
は
筋

二

-
に
う
っ
て
つ
け
だ
丸
腰
同
然
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
略
は
、
弁

…
の
勉
強

日経ホーム出版社

イ
ラ
ク
か
ク
ウ
ェ
ー
ト
を

H

併
合
H

米
国
の
サ
ウ
ジ
派
兵
で
一
触
即
発

8
Mの
ス
ポ
ー
ツ
5
紙
の
見
出
し
剣
山
削

数
上
位
初
人
の
内
訳
は
日
本
の
芸
能
川
汁
叩
人、

ス
ホ
l
ツ
界
3
人
、
外
凶
人
3
人
、
日
本
の

政
界
2
人
、
円
ホ
笠
l
人
、
そ
の
他
I
人
。
予

期
せ
ぬ
事
件
、
事
故
で
大
館
れ
の
1
カ
月
と

な
っ
た
。

己ヰ主~立主よ五2

8月までに陥勝あげ、 E年連続初勝に照準.l} 
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《
イ
ラ
ク
川午
、
ク
ウ

ェ
ー
ト
制
K

M川
上
と

開
山
川
辺
め
ぐ
り
位
攻
》
{
ニ
ッ
カ
ン
)。
8

月
の
ラ
ン
キ
ン
グ
l
伎
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
山

領、

一内
側
の
制
裁
や
京
事
行
動
へ
の
「
応
」
と

し
て
欧
米
人
、
日
本
人
伝
ど
を
人
質
に
と
っ

た
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
大
統
飢
。
米
、
炎
、

ソ
述
な
ど
の
作
図
は
兵
力
を
派
出
し
終
済
封

鎖
を
続
け
て
い
る
が
、
イ
ラ
ク
は
ク
ウ
ェ
ー

ト
の
併
合
を
発
災
。
紛
争
は
長
期
化
す
る
保

子
を
結
び
て
い
る
。

日
本
も
海
部
首
相

{
4位
)
が
資
金
銀
助

を
始
め
と
す
る
中
京
訂
献
策
を
従
示
し
た
。

し
か
し
、
米
国
な
ど
か
ら

「む
っ
と
リ
ス
ク

を
分
か
ち
合
う
必
要
が
あ
る
」
と
非
簸
の
戸

も
あ
が
る
な
か
白
術
隊
の
，
市
川
外
派
辺
諭
H

な

ど
が
自
民
党
内
か
ら
浮
上
、
論
訴
を
呼
ん
だ
。

こ
の
他
に
も
突
然
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

か
っ
た
。
市
州
mm錦
之
介

(
2位
)
と
淡
路
息

子

(
8位
)
の
聞
の
息
子
が
交
通
市
放
で
亡

く
な
っ
た
ほ
か
、
佐
久
間
良
子

(
7位
}
が

映
岡
山
叩
影
中
に
大
ケ
ガ
を
れ
っ
た
。

日
経
4
紙
の

k
位
犯
人
は
外
凶
人
ロ
人
、

国
内
政
治
家
7
人
、
そ
の
他
l
人
。
こ
ち
ら

も
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
佼
攻
に
問
辿
し
た

話
題
が
旬
日
紙
耐
を
に
ぎ
わ
せ
た
。
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'24時間テレヒ・J(日テレ系)の総合 自首献の，鯵+漏E求める米国の

司会を志的大患Eの山田邦子 圧力に頭が痛い中山外相


